
国続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｗ
Ｉ
九
二
年
調
査
―

訳
出
に
あ
た
っ
て

１
　
こ
こ
に
訳
出
し
紹
介
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
全
国
女
性
研
究
協

会
連
合
に
よ
る
九
二
年
調
査
の
結
果
で
あ
る
（ゴ
Ｆ
Ｚ
降
【ｏ
●
出
り
晟
ｑ
・

”
け【０
●
　
０
喘
　
ｄ
く
ｏ
日
０
●
．ｏ
　
Ｈ口
りけ̈
け“
いｏ
り。
（０

，
■】●
ｍ
　
喘ｏ
一
　
■●
■”
一　
０
”
【①
『り。

『０
００
”
■０

，
『０
●
Ｏ
「
Ｆ
り
●
・
Ｈ
‐Ｎ
Ｏ
”
●
●
”
●
●
ｏ
目
一
いＸ
日
・ω
Ｏ
し

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
地
域
介
護
に
関
す
る
法
律
が
九
二
年
四
月
に
施
行

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

〓
一　
富

紀

敬

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
長
期
介
護
の
病
院
や
居
住
機
能
つ
き
施

設
か
ら
地
域

へ
の
被
介
護
者
の
移
譲
で
あ
る
。
全
国
女
性
研
究
協
会
連

合
は
、
こ
う
し
た
も
と
で
地
方
の
介
護
者
に
つ
い
て
の
研
究
計
画

（計

画
期
間
九
二
―
九
五
年
）
を
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
団
体
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
チ
ャ
ネ
ル
諸
島
そ
れ
に
マ
ン
島
の
八

六
〇
〇
の
研
究
機
関
に
籍
を
置
く
お
よ
そ
二
九
万
五
〇
〇
〇
人
を
会
員

に
擁
す
れ
（九
四
年

一
月
現
在
）。
任
意
の
女
性
団
体
と
し
て
は
、
イ
ギ

リ
ス
最
大
の
規
模
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、　
一
九

一
五
年
開
催
の

八
九
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第

一
回
女
性
研
究
機
関
会
議
に
遡
る
。
こ
の
団
体
の
目
的
は
、
地
域
と

り
わ
け
地
方
に
お
け
る
生
活
水
準
の
向
上
の
た
め
に
、
共
に
活
動
し
学

ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

研
究
計
画
の
目
的
は
、
第

一
に
、
地
方
に
在
住
す
る
介
護
者
の
ニ
ー

ズ
と
経
験
に
つ
い
て
確
か
め
る
こ
と
、
第
二
に
、
介
護
者
の
そ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
各
レ
ベ
ル

（地
区
、
地
方
、
全
国
）
の
計
画
を
立

案
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
介
護
者
の
声
を
政
府
、
社
会
お
よ
び
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
関
係
者
に
伝
え
る
こ
と
、
こ
れ
ら
で
あ
る
。

以
下
に
紹
介
す
る
調
査
結
果
は
、
こ
の
研
究
計
画
の
中
心
を
な
す
。

調
査
は
、
第

一
に
、
介
護
者
お
よ
び
被
介
護
者
の
特
徴
、
第
二
に
、
介

護
者
の
享
受
す
る
一
時
的
な
休
息
、
第
二
に
、
同
じ
く
諸
手
当
と
助
言

の
状
況
、
第
四
に
、
介
護
作
業
の
介
護
者
に
お
よ
ぼ
す
影
響
、
最
後
に
、

介
護
者
の
求
め
る
支
援
と
そ
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
す
る
。
調
査
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
エ
ー
ル
ズ
に
つ
い

て
九
二
年

一
―
三
月
の
期
間
に
実
施
さ
れ
た
。
合
計

一
万
八
〇
〇
〇
の

調
査
票
が
配
付
さ
れ
、
こ
の
四
三
％
に
あ
た
る
七
七
八
〇
の
調
査
票
が

回
収
さ
れ
た
。
そ
の
地
域
別
の
内
訳
は
、
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
サ
ウ
ス
・

イ
ー
ス
ト

一
三
六
五
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
九
六
四
、
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ス
ト

七
七
九
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
二
九
八
、
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
三
八
九
、

九
〇

ノ
ー
ス
・
ウ
エ
ス
ト
二
八
〇
、
ノ
ー
ス
二
八
九
、
ヨ
ー
ク
お
よ
び
ハ
ン

バ
ー
サ
イ
ド
三

一
六
、
こ
れ
ら
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
介
護
者
調
査
と
し
て
は
も
っ
と
も
規
模
の
大
き
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

調
査
報
告
書
の
構
成
は
、
左
の
よ
う
で
あ
る
。

一　
序
論

一
一　
調
査
の
方
法

〓
一　
要
約
と
結
論

１
　
介
護
者
の
特
徴

２
　
介
護
者
の
作
業

３
　
介
護
者
と
し
て
の
意
識
と
選
択

４
　
介
護
者

へ
の
援
助
と

一
時
的
な
休
息

５
　
介
護
の
経
済
的
な
影
響

６
　
介
護
者
の
生
活
へ
の
影
響

７
　
一
緒
に
暮
ら
す
介
護
者
と
離
れ
て
住
む
介
護
者

８
　
他
の
介
護
者

へ
の
助
言

四
　
主
な
調
査
結
果

１
　
介
護
者
の
特
徴
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被
介
護
者
の
特
徴

介
護
者
の
作
業

介
護
者
の
選
択
か

介
護
者
の
時
間
の
利
用

助
言
の
源
泉
と
そ
の
有
益
性

介
護
者
の
一
時
的
な
休
息

介
護
の
経
済
的
な
影
響

０
　
好
転
か
あ
る
い
は
悪
化
か

②
　
福
祉
諸
手
当
に
つ
い
て
の
助
言
は
お
こ
な
わ
れ
た
か

③
　
福
祉
諸
手
当
の
申
請
を
お
こ
な
っ
た
か

０
　
ど
の
福
祉
手
当
を
受
給
し
た
か

り
　
福
祉
諸
手
当
の
額
は
十
分
か

介
護
者
の
支
払
っ
た
代
償

他
の
介
護
者
へ
の
助
言
お
よ
び
介
護
者
の
必
要

複
数
の
被
介
護
者
を
看
る
介
護
者

か
っ
て
の
介
護
者

介
護
者
の
休
息
の
機
会

被
介
護
者
と

一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者
、
離
れ
て
暮
ら
す
介

護
者

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

五
　
付
表

ユハ
　
調
査
票

全
国
女
性
研
究
協
会
連
合
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、

地
域
介
護
憲
章
の
制
定
を
含
む
勧
告
を
お
こ
な
う
よ
う
政
府
の
地
域
介

護
保
健
委
員
会
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
者
の
ニ
ー
ズ
の
承
認
、

実
際
的
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
化
、
利
用
し
や
す
い
情
報
の
提
供

お
よ
び
経
済
的
な
支
援
の
拡
充
の
四
つ
の
領
域
に
か
か
わ
る
行
動
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

２
　
調
査
報
告
は
、
わ
が
国
の
介
護
者
問
題
や
地
域
介
護
の
検
討
に

際
し
て
参
考
に
な
る
こ
と
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
女
性
労
働
論
の
反
省

材
料
を
も
提
供
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

介
護
者
の
主
力
は
、
フ」
の
調
査
報
告
も
伝
え
る
よ
う
に
女
性
で
あ
る
。

介
護
者
で
あ
る
た
め
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
や
め
た
り
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま

で
の
女
性
労
働
論
は
、
家
事

・
育
児
と
女
性
労
働
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
正
当
に
論
及
し
て
き
た
も
の
の
、
介
護
問
題
と
な
る
と
見
お
と
し

て
き
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
女
性
労
働
論
の
古
典
的
な
名
著
と
し
て

国
際
的
な
評
価
を
得
た
Ａ

ｏ
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
／
Ｖ
・
ク
ラ
イ
ン
の
共
著

九

一
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（
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九
九
五
年
）

『女
性
の
二
つ
の
役
割
』
貧

九
五
六
年
）
は
、
「高
齢
化
社
会
に
お
け

る
女
性
」
に
つ
い
て
独
自
の
章
を
設
け
な
が
ら
、
介
護
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
見
お
と
し
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
誌

（四
三
巻

一

号
、
九
四
年
六
月
）
で
す
で
に
触
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
の

成
果
と
の
か
か
わ
り
で
い
え
ば
、
Ｐ

・
ウ
オ
ル
タ
ー
他

『
フ
ラ
ン
ス
と

イ
ギ
リ
ス
の
働
く
母
親
た
ち
』
（九
二
年
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
著
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
既
婚
女
性
の
労
働
力

率
の
類
似
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
フ
ル
タ
イ
ム
比
率
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
比
率
、
継
続
的
な
就
労
比
率
、
年
齢
階
層
別
の
賃
金
上
昇
率
と
な

る
と
両
国
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
差
異
が
あ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
国

際
間
格
差
の
よ
っ
て
き
た
る
社
会
政
策
な
ど
の
根
拠
に
つ
い
て
実
証
的

に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
た
ち
の
い
う
根
拠
と
は
、
社
会
保
険
の

雇
主
負
担
、
所
得
税
、
家
族
手
当
、
保
育
施
設
、
出
産
お
よ
び
育
児
休

暇
と
手
当
、
最
低
賃
金
制
な
ど
で
あ
る
。
女
性
の
介
護
に
か
か
わ
る
労

働
力
移
動
や
介
護
体
暇
の
比
較
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
研
究
か
ら
は
落

と
さ
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
こ
の
調
査
報
告
は
、
女
性
労
働
広
く
い
え
ば
女
性
と
介
護

に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
う
え
で
格
好
の
材
料
を
提
供
す
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。

九
二

３
　
調
査
報
告
等
収
録
の
調
査
票
は
、
今
回
の
訳
出
と
紹
介
か
ら
は

除
い
て
い
る
。

調
査
報
告
お
よ
び
関
連
す
る
資
料
は
、
あ
る
ル
ー
ト
を
通
し
て
知
り

先
方
に
照
会
を
し
た
と
こ
ろ
快
く
入
手
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て

謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

（１
）

Ｚ
『
Ｊ
「Ｆ
ｄ
く
甲
↓
口
ｏ
喘，
ｏけｐ
」
”
●
●
営
囀
ぃ０
０
ト

（２
）

Ｚ
電
ヨ
Ｆ
Ｏ

，
ユ
厭
〕
喘ｏ
『
『‘
『２
０

，
■ｏ『″
フ
ド

（３
）

∽
口
〓
Ｑ

∪
９
・
”
”
〓
ｏ
Ｓ
ヨ
』
０
∽
巴
邑

∪
ミ
〓
〓
。と
８
Ｐ

「
ギ
ｏ●
０，
“
●
０
一口
『̈
”̈
ａＦ
】口
”
一Ｆ
ｏ
■ｏ

，
一
‘くＯ
【Ｆ
）
ソ
〔，
０日
己
一日

，
●
・
Ｈ０
０ω
・

（４
）

イ
ギ
リ
ス
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
の
社
会
保
障
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
ベ
ヴ
リ
ジ
報
告

（
一
九
四
二
年
）
に
お
け
る
女
性
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
近
年
議
論
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
九
二

年
九
月
に
開
か
れ
た
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「社
会
保
障
―
―
ベ
ヴ
リ

ジ
か
ら
五
〇
年
」
（ヨ
ー
ク
大
学
社
会
政
策
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
他
主

催
）
に
お
け
る
報
告
は
、
最
近
五
〇
年
に
お
け
る
家
族
と
性
別
分

業
の
変
化
、
新
し
い
就
業
形
態
、
高
齢
者
と
介
護
者
な
ど
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
社
会
保
障
の
再
構
成
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
興

味
総
休
い
。
∽
「
”
Ｃ
”
口
０
”
″
・
∽
ｏ
ｏ
”̈
】
∽００●
口
。一く
ｕｏ
く
０
”
『り

，
沖
①
『

”
①く
①ユ
０
”
ｏ
・
”
●
口̈
一ｏ
■
つ
”
け̈
口
”
】
０
０
●
喘①『ｏ●
００

，
一
ｄ
Ｆ
Ｌ
く
０「り̈
けヽ
Ｏ
』



く
ｏ
『Ｆ

】ｙ
両
ご
員
】・Ｎ
Ｎ
∽
ｏ
づ
けお
〇
∽
ｏ
つ
一
日０
０
Ｎ

く
２
●
８
ｏ
＞
・
●
や

Ｈ
‐Ｎ
ω
Ｎ
・

な
お
、
こ
の
コ
ン
フ
ア
レ
ン
ス
で
な
さ
れ
た
数
多
く
の
報
告
の

全
文
は
、
左
の
出
版
物
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
ｏ
中
日

一

口

¨
【
″

。

」
２

Ｈ

”

∪

¨
け
ｏ

，

”
口
０

口

０
１

，
『
ヽ

〇

】
Ｑ

日

ｏ
『
降

ｏ
Ｆ
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ｏ
く
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「一０
”
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”
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”̈
【
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●
”
】
『①
け『Ｏ
‐

０●
０
０
け̈
く
０
・　
０
【”
『ｏ
口
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口
　
「
『ｏ
ロ
ン
　
い０
０
卜
・　
∽
“
〓
Ч
　
”
”
一０
ダ
ユ
●
　
“
●
Ｑ

〕
”
い
ｏ
「
”
】Ｆ
口̈
”
ｒ
”
ゴ
お
∽
ｏ
ｏ
い”
【
り０
０
●
■̈
一ヽ

”
口
一
〇〇
０
”̈
】
０

，
ｐ
口
”
ｏ
・

コ
ｏ
ｌ

ｏ
，

”
】
【
Ｑ

市

ｏ
の

一
ｏ

，

ｏ

”
ｏ
く
Ｑ

ａ

ｍ
ｏ

日

９

げ

Ｆ

「
”
『

，
日

９

日

一

「
“
げ
目
り，
一●
”
Ｈ●
け①”
口
”
け̈
Ｏ
口
”
Ｆ
Ｈ０
０
卜
・

一　
序
論

こ
の
報
告
書
は
、
地
方

（日
轟
】
８
日
日
目

一̈じ

に
お
け
る
介
護
者

の
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
、

全
国
女
性
研
究
協
会
連
合
の
三
年
に
お
よ
ぶ
研
究

（テ
ー
マ

「地
方
に

お
け
る
介
護
者
の
責
任
ど
関
心
し
の
中
心
部
分
に
あ
た
る
。
こ
の
研
究

計
画
は
、
八
八
年
の
グ
リ
フ
ィ
ス
報
告
に
そ
う
政
府
計
画
の
実
施
、
す

な
わ
ち
病
院
や
他
の
居
住
福
祉
施
設
に
お
け
る
介
護
か
ら
地
域
に
お
け

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

る
介
護

へ
の
長
い
期
間
に
わ
た
る
移
行
と
軌
を

一
に
す
る
。

全
国
女
性
研
究
協
会
連
合
に
よ
る
計
画
の
主
な
関
心
は
、
次
の
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
域
に
お
け
る
介
護

へ
の
動
向
が
、
介
護
者
と
し

て
の
難
間
に
直
面
す
る
個
人
や
家
族
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
確
認

す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
介
護
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
は
、
地

方
に
お
い
て
よ
り
き
び
し
く
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
全
国
女
性
研
究
協

会
連
合
に
よ
る
計
画
が
、
地
方
を
対
象
に
選
ぶ
わ
け
も
そ
こ
に
あ
る
。

全
国
女
性
研
究
協
会
連
合
に
よ
る
研
究
計
画
は
、
組
織
の
す
で
に
公
表

さ
れ
た
目
的
、
す
な
わ
ち
と
り
わ
け
地
方
に
お
け
る
生
活
水
準
の
向
上

の
探
求
、
と
全
く

一
致
す
る
。

Ｐ
Ｈ
Ｄ
調
査
会
社
の
管
理
局
長
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヒ
ル
含
ｙ
】̈ぼ

口
〓
）氏
は
、
以
下
に
紹
介
す
る
調
査
報
告
の
責
任
者
で
あ
る
。
こ
の
会

社
は
、
完
全
に
独
立
す
る
市
場
調
査
機
関
で
あ
る
。

一
一　
調
査
の
方
法

全
国
女
性
研
究
協
会
連
合
の
会
員
の
う
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー

ル
ズ
地
方
の
会
員
に
つ
い
て
、
介
護
者
調
査
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
打

診
さ
れ
た
。
調
査
の
目
的
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

九
二



法
経
研
究
四
三
巻
四
号

（
一
九
九
五
年
）

Ａ
　
介
護
者
の
直
面
す
る
諸
問
題
を
介
護
者
自
身
に
そ
く
し
て
見
つ

け
出
す
こ
と
。

Ｂ
　
全
国
女
性
研
究
協
会
連
合
の
会
員
が
介
護
者
を
援
助
す
る
諸
方

法
に
つ
い
て
立
案
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

Ｃ
　
介
護
者
の
声
を
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
に

伝
え
る
こ
と
。

Ｄ
　
介
護
者
の
仕
事
に
対
す
る
世
間
の
認
識
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
こ
と
。
障
害
を
も
つ
人
々
を
病
院
や
他
の
居
住
福
祉
施
設
の
外

で
保
護
す
る
こ
と
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
に
つ
い
て
広
め
る
こ

し
Ｃ
。

調
査
票
は
、
予
備
的
な
調
査
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
地
域

（ウ
ィ
ル
ト

シ
ャ
ー
州
と
グ
ラ
ム
州
）
の
会
員
を
除
く
す
べ
て
の
会
員
に
送
ら
れ
た
。

会
員
は
、
調
査
票
を
受
け
取
る
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
助
言
さ
れ
た
。

こ
の
調
査
票
に
記
入
す
る
の
は
だ
れ
か
に
つ
い
て
尋
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

こ
の
調
査
票
は
、
体
が
弱
く
て
身
体
な
ど
の
障
害
を
も
ち
、
あ
る
い

は
自
分
の
健
康
や
家
事
に
か
か
わ
る
ニ
ー
ズ
を
充
足
で
き
な
い
人
々
の

介
護
に
あ
た
る
者
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
ん

ら
の
問
題
も
な
く
健
康
で
あ
る
児
童
の
両
親
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
る
こ

九
四

と
は
、
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
調
査
票
を
通
し
て
関

心
を
も
つ
人
々
と
は
、
家
族
の
構
成
員
も
し
く
は
非
構
成
員
を
通
常
の

家
族
的
な
世
話
に
付
加
す
る
方
法
で
介
護
す
る
者
で
あ
る
。
こ
う
し
た

人
々
に
は
、
た
と
え
ば
隣
人
や
高
齢
の
親
戚
に
時
お
り
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
不
可
欠
の
援
助
を
お
こ
な
う
者
、
あ
る
い
は
重
度
の
障
害
者
を
彼

女
の
自
宅
に
お
い
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
世
話
す
る
者
を
含
む
。

人
々
は
、
し
ば
し
ば
自
分
を
介
護
者
で
あ
る
と
は
意
識
せ
ず
、
ま
さ

し
く

「手
伝
っ
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
生
活
の
基

本
的
な
必
要
か
ら
支
援
を
欲
す
る
人
々
に
必
要
な
援
助
を
お
こ
な
う
者

す
べ
て
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

調
査
票
は
、
グ
ラ
ム
州
と
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
州
の
州
連
合
内
に
住
む

会
員
を
対
象
に
九
二
年
第
２
四
半
期
に
予
備
的
に
配
付
さ
れ
た
。
合
計

一
三
二
の
調
査
票
が
回
収
さ
れ
、
Ｐ
Ｈ
Ｄ
調
査
会
社
に
よ
っ
て
集
計
さ

れ
分
析
さ
れ
て
の
ち
、
九
二
年
九
月
に
は
研
究
計
画
推
進
グ
ル
ー
プ
に

渡
さ
れ
た
。
わ
ず
か
な
修
正
が
調
査
票
に
加
え
ら
れ
、
翌
九
二
年
の
第

１
四
半
期
に
は
正
式
な
調
査
と
し
て
実
施
に
移
さ
れ
た
。

二
通
の
調
査
票
が
、
試
験
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
グ
ラ
ム
州
と
ウ
ィ
ル

ト
シ
ャ
ー
州
の
州
連
合
を
除
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の

会
員
に
送
ら
れ
た
。
合
計

一
万
八
〇
〇
〇
の
う
ち
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
の



調
査
票
が
返
送
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
見
込
ま
れ
て
い
た
。
実
際
に
は
こ

の
数
を
大
き
く
超
え
て
、
回
収
率
四
三
％
に
あ
た
る
七
七
八
〇
の
調
査

票
が
返
送
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
集
計
と
分
析
に
か
け
ら
れ

た
。
以
下
に
紹
介
す
る
調
査
結
果
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ

で
こ
れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
介
護
者
調
査
の
な
か
で
も
お
そ
ら
く
も
っ

と
も
規
模
の
大
き
な
も
の
と
な
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

こ
の
調
査
に
回
答
を
寄
せ
た
者
の
多
く

（六
二
％
）
は
、
全
国
女
性

研
究
協
会
連
合
の
会
員
で
あ
る
。
会
員
と
非
会
員
と
に
分
け
て
調
査
結

果
を
み
る
と
、
概
し
て

一
〇
―

一
五
％
台
の
い
く
つ
か
の
ち
が
い
を
示

す
。
た
と
え
ば
会
員
は
両
親
の
世
話
を
す
る
場
合
が

一
〇
％
ほ
ど
高
い

（会
員
四
二
％
、
非
会
員
三
二
％
、
以
下
同
じ
）
の
に
対
し
て
、
非
会

員
は
配
偶
者
の
介
護
に
た
ず
さ
わ
る
比
率
が
高
い
含
一九
％
、
〓
一九
％
）。

会
員
の
場
合
に
は
、被
介
護
者
が
八
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
多
く
（四

三
％
、
〓
一〇
％
）
し
た
が
っ
て
高
齢
に
と
も
な
う
体
力
の
低
下
（五
五
％
、

三
七
％
）
の
ゆ
え
に
介
護
者
と
同
じ
す
ま
い
で
生
活
す
る
比
率
も
低
い

（六
七
％
、
八
二
％
）。会
員
が
配
偶
者
か
ら
の
援
助
を
受
け
る
比
率
は
、

非
会
員
に
較
べ
る
と
高
い
（五

一
％
、
三
七
％
）。
非
会
員
は
、
フ
ル
タ

イ
ム
の
介
護
者
で
あ
る
こ
と
が
多
く
↑
一四
％
、
五
三
％
）、
有
給
の
仕

事
を
や
め

（
一
六
％
、
二
六
％
）
て
福
祉
諸
手
当
を
受
け
る
比
率

（四

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

八
％
、
六
四
％
）
も
高
い
。

結
果
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
会
員
は
、
自
宅

で
生
活
す
る

一
人
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
高
齢
者
の
介
護
に
あ
た
る
可

能
性
が
大
き
い
。
非
会
員
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
で
あ
る
場
合
が

多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
の
申
請
を
お
こ
な
い
、
あ
る
場
合
に
は
介
護

者
と
し
て
の
つ
と
め
を
は
た
す
た
め
に
有
給
の
仕
事
か
ら
手
を
引
く
。

両
親
を
被
介
護
者
に
も
つ
よ
り
も
配
偶
者
の
介
護
に
あ
た
る
こ
と
が
多

い
。
会
員
よ
り
も
若
く
、
そ
の
二
人
中

一
人
は
五
五
歳
以
下
で
あ
る
。

ち
な
み
に
こ
の
年
齢
階
層
に
属
す
る
会
員
は
、
四
人
中

一
人
で
あ
る
。

回
収
さ
れ
た
調
査
票
の
わ
ず
か
に
七
％
だ
け
が
男
性
か
ら
の
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
報
告
書
で
は
性
別
の
ち
が
い
に
つ
い
て
特
に

注
意
を
喚
起
し
な
い
。
男
性
の
介
護
者
は
、
配
偶
者
の
介
護
に
フ
ル
タ

イ
ム
で
あ
た
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
た
め
彼
ら
は
経
済
的
な
困
窮
に
お

ち
入
り
や
す
い
。
彼
ら
の
多
く

（六
四
％
）
は
諸
手
当
の
申
請
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
受
給
し
た
者
の
二
人
に
二
人
は
、
手
当
が
十
分
で
な
い

と
不
満
を
も
ら
し
て
い
る
。
地
方
税
の
納
入
者
は
、
女
性
よ
り
も
男
性

に
つ
い
て
わ
ず
か
に
多
い

（男
性
四
三
％
、
女
性
三
四
％
）。
男
性
は
、

介
護
責
任
か
ら
の
が
れ
て
一
週
間
以
上
の
定
期
的
な
休
息
や
休
暇
を
取

得
す
る
と
な
る
と
、
相
対
的
に
む
ず
か
し
い
。

九
五



法
経
研
究
四
三
巻
四
号

２

九
九
五
年
）

調
査
は
以
下
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ー
ー
調
査
票
の
発
送
、
九
二
年

一
月

一
―
二
五
日
。

メ
切
、
同
年
三
月

一
日
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
ー
ー
調
査
票
の
発
送
、
同
年

一
月
二
五
―
二
九
日
。
メ

切
、
同
年
二
月

一
五
日
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
に
よ
る
以
下
の
分
析
結
果
は
、
研
究
計
画

推
進
グ
ル
ー
プ
に
九
二
年
五
月

一
一
日
に
届
け
ら
れ
た
。
調
査
票
の
写

し
は
、
こ
の
調
査
報
告
書
の
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
作
表
の
一
切

（二
五
〇
ペ
ー
ジ
）
は
、
こ
れ
と
は

別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

〓
一　
要
約
と
結
論

イ
ギ
リ
ス
で
か
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
介
護
者
調
査
の
な
か
で
最
大
規

模
の
そ
れ
は
、
介
護
者
全
国
協
会
に
よ
る
調
査
で
あ
る
。
九
二
年
五
月

に
公
刊
さ
れ
、
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
人
の
介
護
者
か
ら
の
回
答
を
集
計
し

て
い
る

（「イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―
」

本
誌
四
三
巻

一
号
、
九
四
年
六
月
を
参
照
さ
れ
た
い
―
訳
者
）
。
こ
こ
に

紹
介
す
る
調
査
は
、
全
国
女
性
研
究
協
会
連
合
の
会
員
お
よ
び
非
会
員

九
六

を
対
象
に
す
る
自
答
式
調
査
票
の
郵
送
に
よ
る
回
収
分
七
七
八
〇
通
の

回
答
を
も
と
に
す
る
。
こ
の
調
査
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
介
護
者
と
介
護
者

に
依
存
し
て
生
活
す
る
人
々
に
つ
い
て
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

１
　
介
護
者
の
特
徴

介
護
者
の
年
齢

（中
位
数
）
は
、
こ
の
調
査
で
は
六
〇
歳
で
あ
り
、

同
じ
く
年
齢
階
層
で
い
え
ば
五
五
―
六
四
歳
層
で
あ
る
。
全
体
の
三

五
％
は
、
六
五
歳
以
上
で
あ
り
、
四
人
中

一
人

（二
七
％
）
は
五
五
歳

未
満
で
あ
る
。
介
護
者
の
年
齢
は
、
こ
の
調
査
に
お
い
て
中
心
的
な
変

数
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
六
五
歳
を
超
す
介
護
者
は
、
ほ
と
ん
ど

配
偶
者
の
介
護
に
あ
た
り
、
他
方
、
六
五
歳
未
満
の
介
護
者
の
ほ
と
ん

ど
は
、　
一
人
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
両
親
あ
る
い
は

一
人
も
し
く
は
そ

れ
以
上
の
障
害
児
や
障
害
を
も
つ
若
年
者
の
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
。

五
五
歳
未
満
の
介
護
者
の
半
数
は
、
自
宅
で
一
緒
に
く
ら
す
子
供
を
も

ち
、
こ
の
た
め
親
と
し
て
の
つ
と
め
と
介
護
者
と
し
て
の
役
割
の
双
方

を
担
っ
て
い
る
。

現
役
の
介
護
者
で
あ
る
人
々
の
四
二
％
が
、
こ
の
調
査
に
お
い
て
フ

ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
で
あ
る
と
回
答
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
毎
日



一
三

―
二
四
時
間
に
わ
た
っ
て
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
。
四
人
中
二
人

の
介
護
者

（七
四
％
）
は
、　
一
人
の
世
話
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
五

人
中

一
人

（三
二
％
）
は
、
少
な
く
と
も
二
人
の
介
護
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
二
人
の
介
護
を
お
こ
な
う
介
護
者
の
比
率
は
、
五
五
歳
未
満
に

な
る
と
二
七
％
に
上
昇
す
る
。　
一
〇
人
中
七
人

（七

一
％
）
の
介
護
者

は
、
被
介
護
者
と
同
じ
家
族
と
し
て
生
活
し
て
い
る
が
、
こ
の
比
率
は
、

年
齢
と
と
も
に
上
昇
す
る
。
た
と
え
ば
六
五
歳
以
上
の
介
護
者
の
八

三
％
が
、
被
介
護
者
と
同
じ
家
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
ぐ
あ
い
で
あ

る
。
さ
き
の
七

一
％
と
い
う
数
値
は
、
八
五
年
の

『
一
般
世
帯
調
査
』

（Ｇ
Ｈ
Ｓ
）
の
結
果
、
す
な
わ
ち
同
じ
家
族
と
し
て
生
活
す
る
人
々
に

個
人
的
お
よ
び
身
体
的
介
護
を
提
供
す
る
介
護
者
が
六
九
％
に
の
ぼ
る

こ
と
と
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
。
介
護
者
の
三
分
の
二

（六
七
％
）
は
七

五
歳
以
上
で
あ
り
、
驚
く
こ
と
に
同
じ
く
三
八
％
は
八
五
歳
以
上
で
あ

る
。
五
五
―
六
四
歳
層
の
介
護
者
に
、
八
五
歳
以
上
の
介
護
者
の
数
値

を
加
え
る
と
五
三
％
に
な
る
。
介
護
者
の
特
徴
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
結

論
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
こ
と
な
る
二
つ
の
こ
と
で
あ
る
。

Ａ
　
六
五
歳
未
満
の
介
護
者
は
、
同
じ
家
族
と
し
て
も
し
く
は
近
く

に
別
の
世
帯
と
し
て
暮
ら
す
高
齢
の
親
あ
る
い
は
両
親
を
主
と
し
て
世

話
す
る
。
介
護
者
の
年
齢
が
下
が
る
と
と
も
に
子
供
や

一
〇
代
の
若
年

続

ｏ
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

者
の
介
護
に
あ
た
る
比
率
も
高
く
な
り
、
か
く
し
て
家
事
と
と
も
に
介

護
の
責
任
を
担
う
。

Ｂ
　
ニハ
五
歳
以
上
の
介
護
者
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
、
同
じ
家
族

と
し
て
生
活
す
る
配
偶
者
の
介
護
に
あ
た
る
。
そ
の
多
く
は
、　
一
年
に

一
週
間
の
休
暇
さ
え
も
取
得
で
き
な
い
。

２
　
介
護
者
の
作
業

少
な
く
と
も
四
人
中
二
人
の
介
護
者
は
、
例
示
さ
れ
た
二
三
の
作
業

の
な
か
か
ら
被
介
護
者
の
た
め
に
八
つ
の
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
食
料
品
の
購
入

（九
二
％
）、
年
金
の
受
取
り

（九

〇
％
）、
衣
類
の
洗
濯
と
繕
い
（八
八
％
）、
調
理
（八
七
％
）、
清
掃
（八

一
％
）
な
ど
で
あ
る
。
二
三
の
う
ち

一
六
の
作
業
は
、
少
な
く
と
も
二

人
中

一
人
の
介
護
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

３
　
介
護
者
と
し
て
の
意
識
と
選
択

現
役
の
介
護
者
に
た
ず
ね
る
と
五
人
中
四
人

（七
九
％
、
介
護
者
全

国
協
会
の
九
二
年
五
月
発
表
の
調
査
結
果
と
全
く
同
じ
数
値
で
あ
る
）

九
七
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が
、
介
護
の
役
割
を
引
き
受
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
い
か
な
る
選
択

の
余
地
も
な
か
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
被
介
護
者
が
配

偶
者
で
あ
る
場
合
に
一
〇
人
中
九
人

（九
〇
％
）
に
の
ぼ
る
。

介
護
者
で
あ
る
こ
と
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
三
人
中

一
人
會
〓
一％
）

が

「介
護
者
と
し
て
の
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
た
だ
ち
に

意
識
し
た
と
答
え
て
い
る
。
同
じ
数
の
介
護
者
は
、
以
前
に
介
護
者
と

し
て
の
自
分
を
意
識
し
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
数
値
は
、
七
五
歳
以
上

の
介
護
者
に
な
る
と
四

一
％
に
は
ね
上
が
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
齢
の

介
護
者
と
の
対
話
の
改
善
の
必
要
を
は
っ
き
り
と
示
す
。
ま
た
、
次
の

こ
と
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
被
介
護
者
と
同
居
し
て
い
な
い
介
護
者
の

う
ち
四
二
％
に
あ
た
る
者
は
、
介
護
の
役
割
を
引
き
受
け
て
い
る
と
は

意
識
し
て
い
な
い
。

介
護
者
が
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
介
護
者
で
あ
る
と
意
識
す
る
か
に
つ

い
て
い
え
ば
、
唯

一
の
媒
体
で
は
な
く
多
様
な
要
因
を
通
し
て
で
あ
る
。

介
護
者
は
、
地
域
看
護
婦
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
病
院
職
員
、
保

健
訪
間
員
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
友
人
や
親
戚
な
ど
多
様
な
媒
体
に
依
存

す
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
助
言
や
情
報
源
の
な
か
で
ど
れ
が
有
益
で
あ
る
か
に
つ

い
て
間
う
て
み
る
と
、
地
域
の
家
庭
医
が
も
っ
と
も
役
に
立
つ
と
い
う

九
八

結
果
で
あ
る
。
地
域
看
護
婦
は
、
こ
れ
に
次
い
で
有
益
な
助
言
の
源
泉

で
あ
り
、
家
庭
医
の
四
三
％
に
較
べ
て
三
四
％
を
記
録
す
る
。
他
の
一

連
の
助
言
や
情
報
源

（ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
病
院
職
員
、
友
人
、

親
戚
）
が
こ
の
両
者
に
続
く
。
い
ず
れ
も
二
五
％
前
後
で
あ
る
。
こ
れ

と
い
っ
て
き
わ
立
っ
た
源
泉
は
、
家
庭
医
を
除
い
て
の
は
な
し
で
あ
る

が
、
存
在
し
な
い
。

４
　
介
護
者
へ
の
援
助
と

一
時
的
な
休
息

三
人
中

一
人
の
介
護
者
は
、
介
護
作
業
に
つ
い
て
い
か
な
る
定
期
的

な
援
助
も
受
け
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
介
護
者
全

国
協
会
の
九
二
年
調
査
の
結
果
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
、

配
偶
者
の
介
護
に
あ
た
る
者
と
な
る
と
四

一
％
に
ま
で
上
昇
す
る
。
フ

ル
タ
イ
ム
で
介
護
に
あ
た
る
者
の
四
二
％
は
、
介
護
作
業
に
つ
い
て

も
っ
と
多
く
の
援
助
を
希
望
し
て
い
る
。
援
助
の
種
類
に
つ
い
て
間
う

た
と
こ
ろ
、
二
人
中

一
人
の
介
護
者
は
、
時
間
を
つ
く
っ
て
介
護
の
役

割
か
ら
は
っ
き
り
と
離
れ
休
息
し
た
い
と
い
う
回
答
で
あ
る
。
フ」
れ
が
、

も
っ
と
も
希
望
さ
れ
て
い
る
。
他
の
希
望
は
、　
一
時
的
な
休
息
と
夕
食

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
家
族
構
成
員
は
、
介
護
作
業
へ
の
定
期
的
な
援
助



の
主
た
る
源
泉
で
あ
る
。
四
〇
％
に
の
ぼ
る
介
護
者
が
、
介
護
作
業
か

ら

一
週
に
一
度
た
り
と
も
離
れ
ら
れ
な
い
と
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
と
な
る
と
五
二
％
に
の
ぼ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の

介
護
者
の
二
人
中
二
人

（六
四
％
）
は
、
時
々
で
よ
い
か
ら
お
よ
そ
二

時
間
、
介
護
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
訴
え
て
い
る
。
わ
ず
か

に
四
人
中

一
人

（二
四
％
）
の
介
護
者
が
、　
一
時
的
な
休
息
を
毎
日
享

受
し
て
い
る
。

５
　
介
護
の
経
済
的
な
影
響

五
五
歳
未
満
の
介
護
者
の
五
人
中
二
人
以
上

（四
四
％
）
は
、
介
護

者
に
な
っ
た
た
め
に
経
済
的
に
困
窮
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
数
値

は
、
す
べ
て
の
介
護
者
に
つ
い
て
三
五
％
で
あ
る
。
経
済
的
な
困
窮
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
五
五
歳
未
満
の
介
護
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
介
護
者
に

な
る
た
め
に
有
給
の
仕
事
を
や
め
て
い
る
。

五
人
中
二
人

（六
〇
％
）
の
介
護
者
は
、
各
種
の
福
祉
手
当
に
申
請

す
る
よ
う
助
言
や
情
報
を
得
た
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、
被
介
護
者

と
離
れ
て
生
活
す
る
介
護
者
の
場
合
に
は
、
五
人
中
二
人
以
下

（三

九
％
）
の
介
護
者
だ
け
が
、
各
種
の
福
祉
手
当
に
つ
い
て
助
言
さ
れ
た

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

に
す
ぎ
な
い
。
福
祉
諸
手
当
に
つ
い
て
の
助
言
と
情
報
源
に
つ
い
て
い

え
ば
、
特
に
き
わ
立
っ
た
源
泉
は
な
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、

こ
う
し
た
助
言
に
か
か
わ
る
調
査
票
の
項
目
の
冒
頭
に
示
さ
れ
て
い
る

が
、
地
区
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
が
、
福
祉
手
当
に
関
す
る
主
な
情
報
源
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
源
泉
の
利
用
率
と
い
え
ば
、
介
護
者
の
三

五
―
四
〇
％
に
す
ぎ
な
い
。
源
泉
別
の
利
用
率
は
も
っ
と
も
需
要
の
高

い
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
に
つ
い
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
三
四
％
、

家
庭
医
二
八
％
、地
域
看
護
婦
二
一
％
、地
区
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
四
四
％

で
あ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
三
〇
％
は
、
福
祉
手
当
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
て
い
な
い
。
半
分
よ
り
少
し
多
い
（五
四
％
）
介
護
者
が
、

福
祉
手
当
を
こ
れ
ま
で
に
申
請
し
た
こ
と
が
あ
る
。
介
護
手
当
は
、
も
っ

と
も
申
請
の
多
い
手
当
で
あ
る
（八
二
％
）。
福
祉
手
当
の
申
請
は
、
被

介
護
者
と
の
同
居
い
か
ん
で
大
き
く
こ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
申
請
率
は
、

同
居
の
場
合
六
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
離
れ
て
生
活
す
る
場
合
二

六
％
で
あ
る
。

手
当
に
つ
い
て
申
請
し
た
こ
と
の
な
い
者
三
〇
％
の
数
値
と
重
ね
あ

わ
せ
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
四
人
中

一
人

（二
六
％
）
は
、

ど
の
手
当
も
申
請
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

福
祉
手
当
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
五
五
歳
未
満
の
介
護
者
―
そ

九
九
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の
多
く
は
有
給
の
仕
事
か
ら
離
れ
た
―
の
間
に
不
満
が
多
い
。
五
五
歳

未
満
の
介
護
者
の
う
ち
二
人
中

一
人
近
く

（四
七
％
）
が
、
現
行
の
福

祉
手
当
額
に
つ
い
て
不
十
分
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

６
　
介
護
者
の
生
活
へ
の
影
響

フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
二
人
中
二
人

（六
四
％
）
は
、
介
護
責
任

の
ゆ
え
に
自
由
度
を
切
り
縮
め
ら
れ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
友
人
を
訪

ね
る
こ
と
、
休
日
に
外
食
す
る
こ
と
、
買
物
に
出
か
け
る
こ
と
な
ど
の

回
数
が
減
る
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
こ
と
が
ま
っ
た
く
不
可
能
に

な
っ
た
り
す
る
。

介
護
者
の
五
〇
―
六
〇
％
が
、
介
護
者
に
な
っ
た
が
た
め
に
疲
れ
や

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
お

よ
そ
半
分

（四
八
％
）
は
、
介
護
責
任
を
担
う
結
果
と
し
て
な
ん
ら
か

の
健
康
上
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
す
べ
て
の
介
護

者
に
つ
い
て
は
四
〇
％
で
あ
る
。
介
護
者
全
国
協
会
の
九
二
年
調
査
の

六
五
％

（介
護
者
の
健
康
が
、
介
護
責
任
と
の
か
か
わ
り
で
悪
く
な
る

と
認
め
た
回
答
）
に
較
べ
る
と
か
な
り
低
い
。
し
か
し
、
疲
れ
や
ス
ト

ン
ス
に
つ
い
て
の
数
値
は
、
介
護
者
全
国
協
会
の
六
五
％
と
似
て
い
な

一
〇
〇

い
わ
け
で
は
な
い
。

７
　
一
緒
に
暮
ら
す
介
護
者
と
離
れ
て
住
む
介
護
者

報
告
書
の
あ
と
に
別
立
て
で
収
録
さ
れ
た
調
査
結
果
を
み
る
と
、

は
っ
き
り
と
し
た
二
つ
の
特
徴
を
こ
の
調
査
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

Ａ
　
住
居
で
配
偶
者
の
世
話
を
す
る
比
較
的
高
齢
の
介
護
者
の
場

合
、
介
護
者
も
被
介
護
者
も
と
も
に
時
間
の
経
過
と
と
も
に
健
康

状
態
の
悪
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

Ｂ
　
し
ば
し
ば
近
く
で
別
に
住
み
、　
一
人
も
し
く
は
二
人
以
上
の
親

の
世
話
を
す
る
比
較
的
若
い
介
護
者
の
場
合
、
介
護
者
は
、
被
介

護
者
の
世
話
に
あ
て
る
時
間
と
、　
一
緒
に
住
む
児
童
や

一
〇
代
の

右
年
者
の
生
活
に
あ
て
る
時
間
と
の
や
り
く
り
に
頭
を
悩
ま
せ

２
０
。

被
介
護
者
と

一
緒
に
住
む
介
護
者
の
場
合
に
は
、　
一
時
的
な
休
息
、

休
日
の
享
受
、
夕
食
の
サ
ー
ビ
ス
、
ち
ょ
っ
と
し
た
自
由
時
間
の
確
保

へ
の
希
望
は
か
な
り
高
い
。



８
　
他
の
介
護
者

へ
の
助
言

他
の
介
護
者
に
送
る
助
言
に

健
康
に
留
意
す
る
こ
と
と
ユ

接
触
を
保
つ
こ
と
、
定
期
的

要
で
あ
る
、
と
回
答
さ
れ
て

表
１
）
。

介
護
者
が
必
要
に
す
る
サ
ー

確
保
に
つ
い
て
た
ず
ね
た

り
多
く
の
助
言
が
利
用

や
設
備
に
つ
い
て
な
さ

な
ら
な
い
と
答
え
て
い

の
介
護
者

（五
八
％
）

困
難
の
生
じ
た
と
き
に

得
る
接
点
に
つ
い
て
も

２つ
。

い を や り ば 助 よ ろ の  ⌒ 重 の の

希 助 は る れ で
望 言

｀ °
な き

し な 問 か け る

表 1 他の介護者への助言

、
多
数

盆
全
一％
）
の
介
護
者
は
、

る
援

け
れ

か
な

問
題て  ど

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

つ
い
て
た
ず
ね

―
モ
ア
を
忘
れ

な
休
息
を
確
保

い
るな一　一̈ す な た

る い と
こ こ こ
と と ろ
と が  ｀

な  ｀
自

ら 友 分
ん 人 自
で と 身

71

68

65

64

自分自身の健康に留意すること

ユーモアを忘れないこと

友入との接触を保つこと

定期的な休息を確保すること

四
　
主
な
調
査
結
果

１
　
介
護
者
の
特
徴

ほ
と
ん
ど

（八
七
％
）
の
介
護
者
は
女
性
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て

（九
七
％
）
の
介
護
者
は
人
種
の
う
え
で
は
み
ず
か
ら
を
自
人
で
あ

一
〇

一 (注)(1)7,780人 -6,070人 =1,710人 。この1,710人
は、少なくとも最近 2年間介護をおこなっ
ていない人々である。

(注)(1)回答者総数778人中の比率。

表 2 介護者の年齢階層別構成  (単位 :%)

フルタイム
の介護者
(2,523人 )

現役の
介護者(り

(6,070人 )

計 ①
(7,780人 )

35-4萄義

45 - 54端逮

55 -- 64端 驚

65 -¨ 74備髭

75歳 以 上

6

17

32

32

11

６

２２

３５

２６

８

６

２‐

３５

２７

８
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る
と
答
え
て
い
る
。平
均
的
な
年
齢
階
層
は
五
五
―
六
四
歳
層
で
あ
り
、

年
齢

（中
位
数
）
は
六
〇
歳
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
人
中

一
人
の
介
護

者
は
六
五
歳
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
が
フ
ル
タ
イ
ム
、
す
な
わ
ち

一
日
二

四
時
間
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
一
時
間
に
つ
い
て
介
護
を
お
こ
な
う
介

護
者
と
な
る
と
四
三
％
と
い
く
分
高
い
。

こ
の
調
査
に
お
け
る
介
護
者
の
年
齢
構
成
は
、次
の
通
り
で
あ
る
（表

２
）。

地
方
に
お
け
る
介
護
者
の
家
庭
状
況
は
、
次
の
数
値
か
ら
う
か
が
え

る

（表
３
）
。

四
人
中
三
人
の
介
護
者
は
、
配
偶
者
と

一
緒
に
生
活
し
て
お
り
、
五

五
歳
未
満
の
介
護
者
の
半
分
は
、
子
供
と
同
居
し
て
い
る
。

調
査
対
象
は
、
み
ら
れ
る
よ
う
に
地
方
に
大
き
く
傾
斜
し
て
い
る
。

加
え
て
都
市

↑
■̈
）
居
住
者
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
都
会

↑
２
日
）

や
そ
の
近
郊

↑
口
げ
●
３
）
に
住
む
介
護
者
は
四
人
中

一
人
で
あ
る
。
都

市
や
都
会
あ
る
い
は
そ
の
近
郊
に
住
む
介
護
者
の
比
率
は
、
特
に
驚
く

こ
と
で
は
な
く
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
南
東
部
で
平
均
よ
り
高
く

全
二

二
％
）
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
平
均
よ
り
低
い

（三
二
％
）。
介
護
者
の
居

住
地
域
別
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

（表
４
）。

多
く
の
介
護
者

（六
九
％
）
は
、
自
分
の
車
を
利
用
し
て
い
る
。
こ

一
〇
二

れ
は
、
次
の
分
析
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
年
齢
と
は
逆
の
関
係
に
な

る

（表
５
）
。

介
護
者
の
年
齢
の
上
昇
に
つ
れ
て
他
の
人
の
運
転
す
る
車
に
乗
っ
た

り
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど
の
依
存
の
上
昇
を
み
て
と
れ
る
。

少
な
く
と
も
五
人
中
四
人

（八
二
％
）
の
介
護
者
は
、
自
家
用
車
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
比
率
は
イ
ギ
リ
ス
全
体
の
水
準

（六
八
％
、
九

一

年
）
よ
り
か
な
り
高
い
。
自
家
用
車
の
保
有
率
は
、
北
西
部

（八
五
％
）

に
お
い
て
わ
ず
か
に
高
く
、
北
東
部
お
よ
び
カ
ン
プ
リ
ア
州

（グ
ラ
ム

州
を
除
く
）
（七
六
％
）
に
お
い
て
わ
ず
か
に
低
い
。

四
人
中
三
人

（七
四
％
）
の
介
護
者
は

一
人
に
つ
い
て
介
護
す
る
が
、

同
じ
く
五
人
中

一
人
以
上

（三
二
％
）
は
、
少
な
く
と
も
二
人
に
つ
い

て
介
護
す
る
。
介
護
者
当
り
の
被
介
護
者
の
人
数
は
、
介
護
者
の
年
齢

と
逆
の
関
係
に
な
る

（表
６
）。

複
数
の
被
介
護
者
を
か
か
え
る
事
例
は
、
介
護
者
と
被
介
護
者
と
が

一
緒
に
は
住
ん
で
い
な
い
、
た
と
え
ば
高
齢
の
両
親
が
他
の
場
所
に
住

ん
で
い
る
場
合
に
比
較
的
多
い

（複
数
の
被
介
護
者
を
か
か
え
る
比
率

は
別
居
の
場
合
三
四
％
、
同
居
の
場
合
三
二
％
で
あ
る
）。
一
〇
人
中
七

人

（七

一
％
）
の
介
護
者
は
被
介
護
者
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
る
。
こ

の
比
率
は
年
齢
と
と
も
に
上
昇
す
る

（表
７
）
。
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表 3 介護者の年齢階層別等家族構成

表 4 介護者の年齢階層別等居住地域構成

表5 介護者の年齢階層別移動手段の利用状況

(単位 :%)

(単位 :%)

(単位 :%)

一
〇
三

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人)

卿儲６，０７０人
54歳以下
(2,190人)

55-… 64月陀
(2,742人)

65歳以上

(2,754人)

計
(7,780人 )

1人暮らし

配偶者 と一緒

lAも しくは2人以上の子供と一緒

親 (両親)と 一緒

10

77

15

15

11

75

22

12

5

80

21

16

7

79

24

14

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人)

脚儲６，０７０人
54歳以下
(2,190人)

55-64歳
(2,742人 )

65歳以上
(2,754人)

計
(7,780人 )

都 市

都 会

近 郊

村 (Village)

村 落 (Hamlet)

人里離れた場所

2

15

7

59

8

9

2

17

7

60

6

7

2

19

9

61

5

4

2

17

8

59

6

7

2

17

8

60

6

6

2

17

8

60

6

7

介護者の年齢階層 54歳以下
(2,190人 )

55--64慶遠
(2,742人 )

65歳以上

(2,754人 )

計
(7,780人 )

自家用車を運転して

時々歩いて

他の人の運転する車に乗つて

公共交通機関を利用して

時々自転車を利用して

81

33

15

21

8



表6 介護者当りの被介護者数        (単 位 :%)

被         
層54歳以下

(2,190人 )

55--64炭素
(2,742人 )

65歳以上

(2,754人 )

計
(7,780人 )

人
　
人
　
上以人

73

14

11

79

6

11

表 7 介護者と被介護者との同居の状況        (単 位 :%)

介護者の年齢階層 776イム
の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(2,190人)

55--64慶記
(2,742人)

65歳以上

(2,754人)

計
(7,780人)

同じ住居に生活する

ことなる住居に生活する

71

26
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表 8 被介護者の年齢階層別介護者別構成       (単 位 :%)

の議
贈

齢
輪

介護者の年齢階層 フ勁 くム
の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(2,190人)

55--64漏驚
(2,742人 )

65歳以上

(2,754人)

計

54歳以下

55--64慶記

65--74涜長

75--84端逮

85歳以上

28

5

9

:l}62

11

10

9

::}74 ::}66 ::}67

13

6

15

::}67

表9 被介護者の介護者との血縁関係別構成      (単 位 :%)

被介護者

介護者の年齢階層 フ″ イム

の介護者
(2,523人 )肝

閃
蹴
＜２，‐９

55--64漏詑
(2,742人 )

65歳以上
(2,754人)

計
(7,780人)

父 母

配偶者

息子,娘

他,無回答

50

23

10

23

一
〇
四



こ
の
表
に
か
か
わ
っ
て
二
つ
の
特
徴
を
読
み
取
れ
る
。

Ａ
　
六
五
歳
未
満
の
介
護
者
は
、
し
ば
し
ば
他
で
生
活
す
る
高
齢
の

親

（両
親
）
の
世
話
を
す
る
。
五
五
歳
未
満
の
介
護
者
は
時
に
子

供
の
世
話
を
し
て
お
り
高
齢
の
親

（両
親
）
の
介
護
と
の
あ
つ
れ

き
を
経
験
す
る
。

Ｂ
　
主
に
配
偶
者
の
介
護
に
あ
た
る
六
五
歳
以
上
の
介
護
者
は
、
被

介
護
者
と
同
じ
住
居
に
暮
ら
し
て
い
る
。
被
介
護
者
と
同
居
す
る

場
合
に
、
介
護
者
の
九

一
％
は
、　
一
週
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
体

日
を
享
受
で
き
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
報
告
書
の
次
の
節
に
お
い

て
も
確
証
さ
れ
る
。

２
　
被
介
護
者
の
特
徴

統
計
上
の
も
っ
と
も
重
要
な
結
果
の
ひ
と
つ
は
、
被
介
護
者
の
年
齢

構
成
で
あ
る
。
お
よ
そ
五
人
中
二
人

（三
八
％
）
の
被
介
護
者
は
、
八

五
歳
以
上
で
あ
る
。
五
五
―
六
四
歳
層
の
介
護
者
の
う
ち
八
五
歳
以
上

の
被
介
護
者
の
世
話
を
す
る
比
率
は
、
五
三
％
と
高
い

（表
８
）。

二
人
中
二
人

（六
七
％
）
の
被
介
護
者
は
、
七
五
歳
以
上
で
あ
る
。

こ
の
数
値
は
、
五
五
―
六
四
歳
層
の
介
護
者
に
つ
い
て
は
四
人
中
三
人

続

ｏ
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

に
上
昇
す
る
。
地
域
的
な
ち
が
い
は
、
北
西
部

（七
五
歳
以
上
の
被
介

護
者
五
九
％
）
に
つ
い
て
の
み
平
均
よ
り
わ
ず
か
に
低
い
。
の
ち
に
掲

載
の
付
表
１
は
、
被
介
護
者
の
年
齢
階
層
別
分
布
で
あ
る
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
介
護
者
の
年
齢
が
若
ぐ
な
る
に
つ
れ
て
被
介
護
者
が
親
で

あ
る
比
率
も
高
い
。
六
五
歳
以
上
の
介
護
者
と
な
る
と
、
被
介
護
者
が

配
偶
者
で
あ
る
比
率
は
ず
っ
と
高
く
な
る

（表
９
）
。

被
介
護
者
が
八
五
歳
以
上
に
な
る
と
、
こ
の
場
合
の
被
介
護
者
は
介

護
者
の
親
で
あ
る
こ
と
が
、
お
よ
そ
三
例
中
二
例

（六
四
％
）
に
の
ぼ

る
。
被
介
護
者
が
介
護
者
と
同
じ
家
族
と
し
て
生
活
し
て
い
な
い
場
合

の
半
数

（五
三
％
）
も
、
被
介
護
者
が
同
じ
く
介
護
者
の
親
で
あ
る
。

疾
病
や
障
害
の
性
格
に
か
か
わ
っ
て
は
、
被
介
護
者
が
高
齢
の
結
果

と
し
て
身
体
の
弱
ま
り
を
経
験
す
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も

一
般
的
で
あ

る
（四
八
％
）。
こ
う
し
た
例
は
、
八
五
歳
以
上
の
被
介
護
者
に
な
る
と

八
八
％
に
ま
で
達
す
る
。
こ
れ
ら
の
被
介
護
者
の
五
人
中
三
人
は
、
介

護
者
の
両
親
で
あ
る
。

身
体
的
な
障
害
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
年
齢
と
は
無

関
係
に
現
わ
れ
る
。
脳
卒
中
の
事
後
の
障
害
は
、
六
五
―
七
四
歳
層
の

被
介
護
者
に
も
っ
と
も
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い
る
。
脳
卒
中
患
者
の

半
数

（五
二
％
）
は
、
介
護
者
の
配
偶
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

一
〇
五
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老
齢
に
よ
る
ボ
ケ
の
症
状
は
、
七
五
歳
以
上
の
被
介
護
者
に
つ
い
て

平
均
を
上
ま
わ
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
他
方
、
学
習
上
の
障
害
は
、
若

い
人
々
に
偏
っ
て
現
わ
れ
る
。
精
神
的
な
障
害
は
、
身
体
障
害
と
同
じ

よ
う
に
広
い
年
齢
階
層
に
わ
た
っ
て
現
わ
れ
る
。
他
方
、
糖
尿
病
患
者

は
、
六
五
―
八
四
歳
層
に
も
っ
と
も
多
く
み
ら
れ
る
。

介
護
者
と
は
別
の
住
居
に
生
活
す
る
被
介
護
者
の
も
っ
と
も
大
き
な

問
題

（七
三
％
）
は
、
身
体
の
弱
ま
り
で
あ
る
。
親
も
し
く
は
両
親
が

自
分
の
家
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
近
く
に
住
む
息
子
や
娘
（後

者
の
方
が
ず

っ
と
多
い
の
だ
が
）
が
世
話
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地

域
的
に
は
、
脳
卒
中
患
者
の
場
合
（ウ
ェ
ー
ル
ズ
二
三
％
、
北
部
二
四
％
）

に
平
均
を
わ
ず
か
に
上
ま
わ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
こ
れ
と
い
っ
て
大
き

な
差
異
は
な
い

（付
表
１
、
２
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

３
　
介
護
者
の
作
業

現
役
の
介
護
者
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
作
業
を
こ
な
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
五
人
中
四
人
の
介
護
者
は
、
例
示
さ
れ
た
作
業
の
う
ち
の

八
つ
を
こ
な
し
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
介
護
者

は
、
食
料
品
を
買
う
こ
と
を
は
じ
め
衣
類
の
洗
濯
と
つ
く
ろ
い
、
調
理
、

一
〇
六

年
金
の
受
取
り
、
処
方
薬
の
購
入
な
ど
を
お
こ
な
う
。

こ
れ
ら
の
作
業

へ
の
参
加
の
度
合
い
は
、
被
介
護
者
と

一
緒
に
生
活

す
る
介
護
者
に
つ
い
て
か
な
り
高
い
。
た
と
え
ば
薬
の
投
与
や
療
法
ヘ

の
定
期
的
な
参
加
の
比
率
は
、
被
介
護
者
と
は
別
に
生
活
す
る
介
護
者

に
つ
い
て
二
六
％
で
あ
る
の
に
較
べ
、
被
介
護
者
と
同
居
す
る
場
合
に

は
六
四
％
で
あ
る
。
入
浴
の
介
助
を
例
に
と
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
二
八
％

と
五
八
％
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
就
寝
の
介
助
も
そ
れ
ぞ
れ

一
七
％
と

四
七
％
で
あ
る
。

被
介
護
者
と
同
じ
屋
根
の
下
に
暮
ら
す
介
護
者
及
び
別
々
に
生
活
す

る
介
護
者
の
よ
り
た
ち
入
っ
た
分
析
は
、
こ
の
報
告
書
の
あ
と
の
節

（・４
）
で
お
こ
な
わ
れ
る

（付
表
３
、
４
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

４
　
介
護
者
の
選
択
か

現
役
の
介
護
者
の
五
人
中
四
人

（七
九
％
）
は
、
介
護
の
役
割
を
引

き
受
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
選
択
も
あ
り
え
な
か
っ
た
、

と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
配
偶
者
の
介
護
に
あ
た
る
場
合

一

〇
人
中
九
人
（九
〇
％
）、
両
親
の
介
護
の
場
合
五
人
中
四
人
（八

一
％
）

で
あ
る
。
地
域
別
の
変
動
は
こ
れ
ら
の
数
値
に
な
い
。

一
時
的
な
休
息



や
体
暇
を
取
れ
な
い
介
護
者
に
つ
い
て
は
、
選
択
の
余
地
は

一
段
と
狭

く
な
る
。
す
な
わ
ち
な
ん
ら
の
選
択
も
あ
り
え
な
か
っ
た
介
護
者
は
、

八
六
％
に
の
ぼ
る
。

み
ず
か
ら
を
介
護
者
で
あ
る
と
意
識
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
た
ず

ね
る
と
、
二
人
中

一
人

（三
三
％
）
は
、
介
護
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
意

識
し
た
こ
と
は
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
七
五
歳
以
上

の
介
護
者
に
な
る
と
四

一
％
に
上
昇
す
る
。
同
じ
く
被
介
護
者
と
別
に

生
活
す
る
介
護
者
は
四
二
％
で
あ
り
、
介
護
者
と
し
て
自
分
を
意
識
す

る
こ
と
が
少
な
い
。

介
護
者
と
し
て
自
分
を
意
識
す
る
こ
と
の
少
な
さ
は
、
ヨ
ー
ク

シ
ャ
ー
州
と
ハ
ン
バ
ー
サ
イ
ド
州

（意
識
し
な
い
介
護
者
は
平
均
よ
り

高
い
二
九
％
）
を
除
い
て
地
域
的
に
こ
れ
と
い
っ
た
変
動
を
示
さ
な
い
。

他
方
、
「私
は
い
つ
も
介
護
者
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
」
者
の
比
率
は
、

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
州
と
ハ
ン
バ
ー
サ
イ
ド
州
に
お
い
て
平
均
よ
り
も
か
な

り
低
い

（
一
七
％
）。
全
体
と
し
て
二
人
中

一
人

公
壬
二
％
）
の
介
護
者

は
、
「介
護
者
の
仕
事
を
お
こ
な
っ
て
い
る
号
」
と
を
た
だ
ち
に
意
識
し

た
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
に
な
る

と
三
八
％
に
上
昇
す
る
。

介
護
者
が
ど
ん
な
媒
体
を
と
お
し
て
介
護
者
で
あ
る
と
意
識
す
る
に

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

至

っ
た
か
に
つ
い
て
い
え
ば
、
唯

一
で
は
な
く
多
様
な
要
因
を
通
し
て

で
あ
る
。
媒
体
の
う
ち
メ
デ
ィ
ア
は
、
介
護
に
つ
い
て
も
非
常
に
広
い

報
道
範
囲
を
確
保
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病
院
職
員
や
保
健
訪
問
員

と
同
じ
影
響
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
地
域
看

護
婦
は
、
二
一
％
を
示
す
家
庭
医
ほ
ど
の
影
響
を
も
た
な
い

（表
１０
）。

一
〇
七

21

16

15

14

11

11

10

9

8

6

25

33

家 庭 医

友 人

地域看護婦

ソーシャルワーカー

メディア

被介護者

病院職員

保健訪問員

配 偶 者

子 供

私は介護者であるといつも思っている

私は介護者であると考えたことがない

表10 介護者として意識するに至る媒体別構成

(注)(1)607人中の回答。
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家
庭
医
と
地
域
看
護
婦
の
影
響
は
、
六
五
歳
以
上
の
介
護
者
の
な
か

で
平
均
よ
り
わ
ず
か
な
が
ら
高
い
含
一四
％
、
一
九
％
）。
メ
デ
ィ
ア
は
、

高
齢
の
介
護
者
の
な
か
で
平
均
よ
り
低
い
。
地
域
別
の
数
値
を
み
る
と

家
庭
医
は
、
南
西
部
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
平
均
よ
り
わ
ず
か
な
が

ら
高
い
。

５
　
介
護
者
の
時
間
の
利
用

回
答
者
は
、
介
護
者
の
時
間
の
利
用
に
関
す
る
調
査
項
目
に
お
い
て

「あ
な
た
は
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
介
護
に
あ
て
て
い
ま
す
か
」
と
た

ず
ね
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
を
集
計
す
る
と
、
少
な
く
と
も
五
人
中
二
人

（四
二
％
）
の
介
護
者
が
毎
日
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
を
実
際
に
担
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
フ
ル
タ
イ
ム
に
よ
る
介
護
の
比
率
も
介
護
者
の
年
齢
の

上
昇
に
つ
れ
て
上
昇
す
る

（表
ｎ
）
。

六
五
歳
以
上
の
介
護
者
の
少
な
く
と
も
半
数
は
、
表
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
で
あ
る
。
七
五
歳
以
上
の
介
護
者
の
わ
ず

か
に
一
六
％
だ
け
が
、
日
当
り

一
二
時
間
未
満
の
介
護
に
あ
た
っ
て
い

２つ
。五

四
歳
以
下
の
介
護
者
の
半
数
近
く
が
、
介
護
に
加
え
て
フ
ル
タ
イ

一
〇
八

ム
も
し
く
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
。
同
じ
程
度
の
比

率
は
、
自
分
の
子
供
を
世
話
す
る
介
護
者
に
も
み
ら
れ
る
。
四
人
中
お

よ
そ

一
人

（二
三
％
）
の
介
護
者
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
地
域
活
動
に
定

期
的
に
参
加
し
て
い
る
。
八
人
中

一
人

（
一
三
％
）
の
介
護
者
は
、
宗

教
活
動
に
定
期
的
に
加
わ
っ
て
い
る
。

親

（両
親
）
の
介
護
に
あ
た
る
者
の
二
人
中
お
よ
そ
一
人

公
二
一
％
）

54歳 以 下

55  --  64  慶驚

65  --  74  蔵陀

75歳 以 上

比率 (%)

33

38

51

57

表11 フルタイムの介護者の年齢階層別比率



は
、
フ
ル
タ
イ
ム
も
し
く
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
に
就
い
て
お
り
、

多
く
の
場
合
に
、
あ
わ
せ
て
子
供
の
養
育
に
も
あ
た
っ
て
い
る

（付
表

５
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

６
　
助
言
の
源
泉
と
そ
の
有
益
性

地
域
看
護
婦
な
ど
の
助
言
の
源
泉
が
ど
の
程
度
有
益
か
に
つ
い
て
介

護
者
に
た
ず
ね
て
い
る
。
有
益
性
の
評
価
点
は
、
６
す
な
わ
ち
非
常
に

有
益
か
ら
１
す
な
わ
ち
無
益
ま
で
あ
り
、
評
価
点
０
は
助
言
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
を
示
す
。
か
な
り
の
介
護
者
は
、
助
言
を
実
際
の
と
こ
ろ

受
け
て
い
な
い
。
評
価
点
６
、
５
、
４
は
有
益
性
を
も
つ
と
し
て
一
く

ぐ
り
に
さ
れ
、
有
益
で
は
な
い
評
定
に
層
す
る
３
、
２
、
１
の
評
価
点

と
は
区
別
さ
れ
る
。

家
庭
医
を
別
に
す
れ
ば
、
ど
の
助
言
の
源
泉
も
特
に
き
わ
立
っ
て
は

い
な
い
。
家
庭
医
は
、
四
三
％
の
介
護
者
か
ら
有
益
性
あ
Ｌ
と
評
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
有
益
性
な
し
と
評
定
さ
れ
た
介
護
者
の
一
六
％

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
割
引
か
れ
る
。

地
域
看
護
婦
は
、
も
っ
と
も
高
い
有
益
性
を
記
録
す
る
。
そ
う
は
い
っ

て
も
半
数
以
上

（五
八
％
）
の
介
護
者
は
、
地
域
看
護
婦
を
助
言
の
源

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

泉
と
み
て
い
な
い
。

親
戚
、
友
人
、
病
院
職
員
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
お
よ
び
保
健
訪

間
員
は
、
有
益
性
あ
り
と
な
し
と
を
較
べ
る
と
、
い
ず
れ
も
二
対

一
の

割
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
益
性
あ
り
が
い
ず
れ
の
場
合
も
二
六
％
を

超
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
な
ん
ら
か
の
唯

一
の
有
益
な
助
言
の
源
泉

は
、
多
様
な
諸
源
泉
に
も
か
か
わ
ら
ず
介
護
の
分
野
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
家
庭
医
を
除
い
て
の
は
な
し
で
あ
る
。
保
健

訪
間
員
、
他
の
介
護
者
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
の
評
価
点
は
、
有
益
性
あ
り

に
つ
い
て
い
ず
れ
も
二
〇
％
を
下
ま
わ
る
。

介
護
者
の
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
介
護
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
家

庭
医
の
重
要
性
も
増
し
て
い
く
。
同
じ
こ
と
は
、
地
域
看
護
婦
に
も
い

え
る
。

定
期
的
な
支
援
や
援
助
が
介
護
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
た

ず
ね
る
と
、
二
人
中
二
人

（六
六
％
）
の
介
護
者
が
、
肯
定
的
に
答
え

て
い
る
。
支
援
な
し
の
回
答
は
、
配
偶
者
の
世
話
を
す
る
介
護
者
に
多

い
（平
均
三
二
％
に
対
し
て
四

一
％
）。
定
期
的
な
支
援
は
、
親
（両
親
）

の
世
話
を
す
る
介
護
者
に
つ
い
て
判
然
と
示
さ
れ
る

（七
〇
％
）。

フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
三
〇
％
は
、
介
護
者
と
し
て
の
責
任
に
つ

い
て
な
ん
ら
の
定
期
的
な
支
援
や
援
助
も
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。
こ

一
〇
九
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の
数
値
は
、
休
日
を
取
得
し
た
こ
と
の
な
い
介
護
者
に
な
る
と
四
二
％

に
上
昇
す
る
。　
一
時
的
な
休
息
の
問
題
は
、
こ
の
調
査
報
告
書
の
あ
と

の
箇
所
で
今

一
度
取
り
上
げ
る
。
地
域
的
な
変
動
は
特
に
な
い
。

四
人
中

一
人

（二
五
％
）
の
介
護
者
は
、
い
か
な
る
援
助
も
必
要
で

な
い
と
答
え
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
五
人
中

一
人

（二

一
％
）
お
よ
び
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
で
休
日
や

一
時
的
な
休
息
を
取

得
で
き
な
い
者
の
四
人
中

一
人
も
、
同
じ
考
え
を
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
必
要
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
少
な
く
と
も
二
人
中

一
人

（三
七
％
）
の
介
護
者
お
よ
び
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
四
二
％
が
、

「
よ
り
多
く
の
支
援
を
得
た
い
」
と
し
て
追
加
的
な
援
助
を
希
望
し
て

い
る

（表
１２
）
０

援
助
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
介
護
者
が
介
護
の
役
割
か
ら
離
れ
た
い

と
希
望
す
る
場
合
の
休
止
、
さ
ら
に
は
休
息
あ
る
い
は
休
暇
な
ど
が
、

主
要
な
要
求
で
あ
る

（表
１３
）０

五
人
中
四
人
の
介
護
者
が
、
介
護
作
業
か
ら
離
れ
て
の
体
止
や

一
時

的
な
休
息
を
求
め
て
い
る
の
に
加
え
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
非

常
に
多
く

（八
五
％
）
が
、　
一
時
的
な
休
息
を
歓
迎
し
て
い
る
。

現
役
の
介
護
者
―
定
期
的
な
支
援
や
援
助
を
受
け
る
―
の
六
六
％

は
、
提
供
さ
れ
る
援
助
の
有
益
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

一
一
〇

表12 介護者の年齢階層別等追加的な支援の希望状況   (単位 :%)

介 護 者 の 年 齢 階 層 フ勁 4ム

の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(1,812人)

55-64歳
(2,128人)

65歳以上

(2,086人)

計
(6,070人)

私はより多くの
支援を得たい (6)

(5)

(4)

(3)

(2)

(1)
私は支援を必要
としない

15

5

17

20

10

25

17

7

19

21

10

22

14

4

18

21

10

25

20

5

17

20

9

21

14

4

14

18

10

27



介 護 者 の 年 齢 階 層 7754ム
の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(1,812人)

55--64備艶
(2,128A)

65歳以上

(2,086A)

計
(6,070人)

介護作業から離れての休止

一時的な休息

夕および夜間の介護サービス

週単位の規則的な休止

家事の手伝い

はなしの相手

他

::}77

22

19

18

14

11

::}79

20

18

13

11

8

::}69

17

17

18

12

6

:l}75

19

18

16

13

9

::}85

27

24

18

15

8

(単位 :%)表13 介護者の年齢階層別等支援策への希望状況

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

る
で
あ
ろ
う
か
。
六
ポ
イ
ン
ト
の
評
価
点
の
う
ち
い
ず
れ
も
有
益
性
あ

り
に
属
す
る
４
、
５
、
６
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

定
期
的
な
支
援
は
、
五
五
歳
未
満
の
介
護
者
に
特
に
顕
著
に
み
ら
れ

る
配
偶
者
の
よ
う
に
、家
族
構
成
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

五
五
歳
未
満
の
介
護
者
の
多
く
は
、
障
害
を
も
つ
若
年
者
も
し
く
は
、

こ
ち
ら
の
方
が
よ
り
多
い
が

一
人
も
し
く
は
二
人
以
上
の
親
を
世
話
す

る
。
六
五
歳
以
上
の
介
護
者
の
多
く
の
場
合
、
そ
の
被
介
護
者
は
配
偶

者
で
あ
る
。

ど
の
専
門
職
に
就
く
人
も
、
二
人
中

一
人
を
目
立
っ
て
超
す
介
護
者

か
ら
有
益
性
あ
り
と
評
価
さ
れ
て
は
い
な
い
。
家
庭
医
に
つ
い
て
は
、

一
八
％
も
の
有
益
性
な
し
の
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。友
人
と
親
戚
も
、

（六
段
階
の
）
評
価
点
１
、
２
、
３
に
あ
た
る
有
益
性
な
し
の
評
価
に

つ
い
て
比
較
的
高
い
比
率
で
あ
る

（表
１４
）
０
（付
表
６
、
７
を
参
照
さ

れ
た
い
）
。



表14 定期的な支援の有益性に関する介護者の評価 (単位 :%)

有益性あり

(6.5.4)

46

41

35

33

30

20

16

10

10

8

有益性なし

(3.2.1)

法
経
研
究
四
三
巻
四
号

（
一
九
九
五
年
）

一
一
二

７
　
介
護
者
の

一
時
的
な
休
息

一
時
的
な
休
息
の
問
題
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
質
問
項
目
に
進
み

た
い
。
ま
ず
介
護
者
は
、
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
一
時
的
な
休
息
を
取

る
か
に
つ
い
て
た
ず
ね
て
い
る
。
結
果
を
介
護
者
の
年
齢
階
層
別
に
分

析
す
る
と
、
付
表
９
の
通
り
で
あ
る
。

四
人
中

一
人

（二
四
％
）
の
介
護
者
は
、
毎
日
な
ん
ら
か
の
一
時
的

な
休
息
を
享
受
し
て
い
る
。
介
護
者
の
年
齢
が
下
が
る
と
と
も
に
、
そ

の
享
受
の
比
率
も
上
昇
す
る
。
あ
る
介
護
者
た
ち
貧

一
一％
）
は
、
ま
っ

た
く
休
息
を
享
受
で
き
な
い
と
答
え
て
い
る
。
五
人
中
二
人
（六

一
％
）

の
介
護
者
は
、
少
な
く
と
も
週
に
一
度
は
な
ん
ら
か
の
休
息
を
享
受
し

て
い
る
。

一
時
的
な
休
息
の
時
間
的
な
長
さ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
介
護
者
が

週
の
う
ち
半
日
と
い
う
回
答
で
あ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
に
な
る

と
、　
一
日
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
期
間
に
わ
た
る

一
時
的
な
休
息
の
享

受
は
、
比
較
的
少
な
い
。　
一
時
的
な
休
息
の
半
数
近
く

（四
五
％
）
は
、

他
の
家
族
構
成
員
の
支
援
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
。　
一
時
的
な
休
息
の

期
間
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
表
の
通
り
で
あ
る

（表
１５
）０

5

20

18

8

19

11

7

9

7

6

支援者

配偶者

翻

家庭医

地域看護婦

友人,隣人

ソーシャルワーカー

病院職員

宗教団体

全国女性研究協会連合

保健訪問員

(注)(1)定期的に支援を受ける介護者を母数とする。
鬱)付表8を参照されたい。
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表15 介護者の年齢階層別等一時的な休息の享受状況    (単位 :%)

表16 介護者の年齢階層別等 1週間の休暇の取得状況  (単位 :%)

一
一
一一一

介 護 者 の 年 齢 階 層 77カヘム

の介護者

(1,997人 )

54歳以下
(1,463人)

55--64后記
(1,706人)

65歳以上
(1,556人)

計
(4,746人)

3時間まで

半日まで

1日 まで

2-3日

4日以上

:|}54

25

10

8

::}60

23

6

8

:|}71

15

3

6

::}62

21

6

7

:;}70

15

3

8

介護者の年齢階層 フψ 4ム

の介護者
(2,523人 )け＜‐，８‐２人＞

55--64端驚
(2,128人)

65歳以上
(2,086人)

計
(6,070人)

年に 1回取得

年に 2回取得

年に3-4回取得

年に5-6回取得

もっと頻繁に取得

取得できない

わからない,無回答

35

16

7

2

1

40

6

31

19

8

2

1

35

4

２２

・２

６

１

１

３４

５

29

16

7

2

1

40

6

25

11

6

2

1

52

3

表17 介護者の一時的な休息取得のための介護代替措置 (単位 :%)

介護者の年齢階層 フ

"4ムの介護者
(1,126人 )

54歳以下
(1,113人)

峨

列

一

３‐

５５

＜１

，

65歳以上
(876人 )

計
(3,319人)

爾

一時的な介護

居住施設つき介護

民間のナーシングホーム

他

49

26

9

5

18

49

23

9

6

19

35

31

12

7

18

45

26

10

6

18

31

42

13

8

12
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一
時
的
な
休
息
の
期
間
は
、
介
護
者
の
年
齢
が
若
く
な
る
に
つ
れ
て

長
く
な
る
。
両
親
の
世
話
を
す
る
介
護
者
が
、
配
偶
者
の
介
護
に
あ
た

る
人
々
よ
り
も
相
対
的
に
長
い
一
時
的
な
休
息
を
享
受
す
る
こ
と
を
、

例
一不
し
て
お
き
た
い
。

被
介
護
者
が
、
他
の
介
護
措
置
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
る
か
ど
う

か
介
護
者
に
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
一
時
的
な
休
息
を
享
受
す
る

介
護
者
の
場
合

（五
九
％
）
に
は
、
被
介
護
者
が
す
す
ん
で
も
し
く
は

好
意
的
に
受
け
入
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
回
答
で
あ
る
。
他
の
三
八
％

は
、
別
の
介
護
措
置
を
受
け
入
れ
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

介
護
者
は
、　
一
週
以
上
の
体
暇
を
時
た
ま
取
得
で
き
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
た
ず
ね
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
半
数

（五
二
％
）

は
、
そ
う
し
た
休
暇
を
決
し
て
取
れ
な
い
と
答
え
て
い
る
。
介
護
者
の

四
〇
％
は
、
介
護
責
任
か
ら
離
れ
る

一
週
以
上
の
休
暇
を
取
れ
な
い
と

答
え
て
い
る
（表
１６
）０　
一
週
以
上
の
体
暇
を
取
得
で
き
る
介
護
者
に
つ

い
て
み
る
と
、
そ
の
半
分
少
し

（五
四
％
）
は
一
週
か
ぎ
り
で
あ
る
。

他
の
家
族
構
成
員
は
、
介
護
者
が

一
週
以
上
の
体
暇
を
取
得
す
る
う

え
で
も
っ
と
も
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。　
一
時
的
な
休
暇
は
、
そ

れ
が
病
院
で
あ
れ
家
庭
に
お
い
て
で
あ
れ
と
り
わ
け
高
齢
の
介
護
者
に

と
っ
て
は
重
要
で
あ
る
。
長
い
休
暇
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
に
と
っ

一
一
四

て
は
家
族
構
成
員
や
親
戚
か
ら
の
援
助
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

一
時
的
な
休
息
が
ど
の
よ
う
な
措
置
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
か
は
、

次
の
表
に
示
さ
れ
る

（表
１７
）０

被
介
護
者
を
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

一
人
に
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
か

に
つ
い
て
、
介
護
者
に
た
ず
ね
て
い
る
。
被
介
護
者
は
、
多
く
の
場
合

に
半
日
を
超
え
て
は
一
人
に
し
て
お
け
な
い
状
態
で
あ
る

（表
１８
、
付

表
９
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
少
な
く
と
も
二
人
中

一
人
は
、
被
介
護
者

を

一
時
間
を
超
え
て
は

一
人
に
し
て
お
け
な
い
と
答
え
て
い
る
。

被
介
護
者
の
高
齢
化
に
つ
い
て
、　
一
人
に
し
て
お
け
る
時
間
も
長
く

な
る
。
た
と
え
ば
、
八
五
歳
以
上
の
被
介
護
者
の
二
人
中

一
人
Ｔ
〓
一％
）

は
、
四
時
間
以
上

一
人
に
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
四
時
間
以
上

一

人
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
六
五
歳
未
満
の
被
介
護
者
に
つ
い
て
わ
ず
か

に
六
人
中

一
人

（
一
六
％
）
で
あ
る
。
被
介
護
者
が
六
五
歳
未
満
の
場

合
、
そ
の
三
七
％
は
、　
一
時
間
さ
え
も

一
人
に
し
て
お
く
わ
け
に
い
か

な
い
。



介護者の年齢階層 フリ 4ム
の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(1,812人)

55-64歳
(2,128人)

65歳以上
(2,086人)

計
は

1時間未満

1時間以上2時間以内

2時間30分以上
4時間以内

4時間30分以上
6時間以内

6時間30分以上
8時間以内

25

15

22

9

18

18

20

26

10

16

２４

２７

２７

５

８

22

21

25

8

14

３５

２９

２４

４

１

表18 被介護者を一人にしておくことのできる時間の
介護者年齢階層別等長さ            (単 位 :%)
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８
　
介
護
の
経
済
的
な
影
響

０
　
好
転
か
あ
る
い
は
悪
化
か

五
五
歳
未
満
の
介
護
者
の
か
な
り
が
、
介
護
を
お
こ
な
っ
た
が
た
め

に
経
済
的
に
困
窮
し
た
と
答
え
て
い
る

（表
１９
）０

２２

２５

２２

‐７

・３一
一
五

表
"拿露繕警笥覇髯衰境

関する
1雷言亀)

44歳 以 下

44 - 54 端驚

55 -- 64 漏遠

65 -- 74 端菫

75歳 以 上

２０

２．

１５

７

６
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ご
く
わ
ず
か

（八
％
）
の
介
護
者
が
、
介
護
者
に
な
っ
た
ゆ
え
に
経

済
的
に
よ
く
な
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
以
前
の
仕
事
を
失
っ
た
か
も
し

く
は
仕
事
の
時
間
を
縮
小
し
た
介
護
者
の
七
〇
％
は
、
経
済
的
な
困
窮

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
答
え
て
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
地
域
的
な
変
動

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
と
る
に
足
ら
な
い
程
で
あ
る
。

介
護
者
が
、
就
業
に
よ
る
所
得
の
喪
失
を
介
護
を
担
う
直
接
の
結
果

と
し
て
経
験
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
た
ず
ね
て
い
る
。
二
人
中
二
人

（六
七
％
）
の
介
護
者
は
、
こ
の
質
問
に
否
定
的
な
回
答
を
寄
せ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
数
値
は
、
六
五
歳
以
上
の
介
護
者
に
な
る
と
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
老
齢
退
職
の
道
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
、
日
立
っ
て
上
昇
す

２一
。反

対
に
、
四
五
歳
未
満
の
介
護
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
九
％
が
離

職
す
る
か
も
し
ぐ
は
時
間
の
縮
小
を
経
験
し
て
い
る
。
四
五
―
五
四
歳

層
の
介
護
者
に
な
る
と
、
同
じ
く
三
七
％
と
非
常
に
類
似
し
た
水
準
で

あ
る
。
五
五
―
六
四
歳
層
の
介
護
者
で
さ
え
、
同
じ
く
三
二
％
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
都
市
、
都
会
、
郊
外
、
農
村
の
あ
い
だ
に
ち

が
い
は
な
い
。
所
得
の
喪
失
は
、
年
齢
要
因
が
就
業
に
作
用
す
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
た
め
所
得
の
喪
失
は
、
被
介
護
者
が
六
五
歳
未
満
の
場

合
に
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
（四
二
％
、
平
均
二
七
％
）。
フ
ル
タ
イ
ム

一　
一　
エハ

の
介
護
者
の
二
人
中

一
人
は
、
仕
事
を
や
め
る
か
も
し
く
は
時
間
の
縮

小
を
経
験
し
て
い
る
。

②
　
福
祉
諸
手
当
に
つ
い
て
の
助
言
は
お
こ
な
わ
れ
た
か

現
役
の
介
護
者
の
五
人
中
二
人

（六
〇
％
）
は
、
福
祉
諸
手
当
の
申

請
に
つ
い
て
助
言
や
情
報
を
得
た
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
介

護
者
の
年
齢
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
。
も
と
よ
り
被
介
護
者

の
高
齢
化
に
つ
れ
て
、
助
言
や
情
報
の
入
手
比
率
も
低
下
す
る
。
被
介

護
者
が
介
護
者
と
は
離
れ
て
生
活
す
る
場
合
に
は
、
五
人
中
二
人

（三

九
％
）
の
介
護
者
が
、
福
祉
諸
手
当
に
つ
い
て
な
ん
ら
か
の
助
言
を
受

け
た
に
す
ぎ
な
い
。
現
役
の
介
護
者
の
三
％
は
、
在
宅
責
任
保
護
計
画

（Ｈ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）
に
そ
う
年
金
権
の
保
護
に
つ
い
て
申
請
し
て
い
る
。

福
祉
諸
手
当
に
つ
い
て
の
助
言
や
情
報
の
源
泉
に
つ
い
て
確
か
め
る

べ
く
、
別
の
質
問
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
特
に
き
わ
立
っ
て
頼
り
に
さ

れ
る
福
祉
諸
手
当
に
つ
い
て
の
助
言
や
情
報
の
源
泉
は
な
い
。

助
言
と
情
報
の
源
泉
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

（表

２０
）。



助言者

介護者の年齢階層 フ″ イム

の介護者
(1,761人 )

54歳以下
(1,058人)

55--64蔵滝
(1,253人)

65歳以上
(1,294人 )

計
(3,622人)

ソーシャルワーカー

家庭医

病院職員

地域看護婦

保健訪問員

翻

友人

他の介護者

地区社会サービス部

他

32

21

12

16

13

11

17

16

17

12

30

25

11

17

9

11

15

9

19

10

34

29

11

22

11

15

15

7

13

6

32

25

11

18

11

12

16

10

16

9

34

28

13

21

12

13

16

11

17

9

(単位 :%)表20 介護者への助言等の年齢階層別状況
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こ
の
表
の
数
値
は
、
助
言
を
受
け
た
介
護
者
を
母
数
に
す
る
。
み
ら

れ
る
よ
う
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
家
庭
医
の
比
率
が
高
く
、
こ
れ

に
地
域
看
護
婦
が
続
く
。
被
介
護
者
の
年
齢
が
若
く
な
る
に
し
た
が
っ

て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
助
言
の
比
率
も
高
く
な
る
。
地
域

看
護
婦
は
、
六
五
歳
未
満
の
被
介
護
者
に
つ
い
て
非
常
に
低
い
比
率
し

か
記
録
さ
れ
て
い
な
い

（表
２．
）。

地
区
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
と
他
の
介
護
者
は
、
被
介
護
者
が
六
五
歳
未

満
の
場
合
に
か
な
り
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

（表
２２
）０

介
護
者
が
福
祉
諸
手
当
に
つ
い
て
の
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
誰
の

所

へ
、
も
し
く
は
ど
こ
に
出
か
け
た
か
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

三
五
％
の
介
護
者
が
、
実
際
に
出
む
い
て
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
と
答

え
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
六
五
歳
以
上
の
介
護
者
に
な
る
と
わ
ず
か

な
が
ら
平
均
よ
り
高
く
（四
〇
％
）、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
で
は
わ
ず

か
に
低
い
曾
一〇
％
）。
主
な
情
報
の
源
泉
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
み
る

と
地
区
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
で
あ
る
。
介
護
者
の
三
七
％
が
そ
の
よ
う
に

答
え
て
い
る
（フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
に
つ
い
て
は
四
四
％
）。
地
方
自

治
体
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
部
は
、　
一
五
％
を
記
録
す
る
。
市
民
助
言
局
、

介
護
者
全
国
協
会
と
全
国
女
性
研
究
協
会
連
合
な
ど
の
組
織
は
、
順
に

六
％
、　
一
％
、　
一
％
の
よ
う
に
ご
く
限
定
的
で
あ
る
。
福
祉
諸
手
当
の

一
一
七
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一
一
八

情
報
を
求
め
る
努
力
は
、
被
介
護
者
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
介
護

者
と
な
る
と
乏
し
い

（平
均
四
六
％
に
対
し
て
二
五
％
）。

③
　
福
祉
諸
手
当
の
申
請
を
お
こ
な
っ
た
か

介
護
者
の
半
数
以
上

（五
四
％
）
は
、
福
祉
諸
手
当
の
申
請
を
こ
れ

ま
で
に
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
配
偶
者
を
介
護
す
る
者
に
つ
い
て

二
人
中
二
人

（六
六
％
）
に
上
昇
す
る
。
親
も
し
く
は
両
親
の
介
護
に

あ
た
る
者
に
つ
い
て
は
、
平
均
を
わ
ず
か
に
下
ま
わ
る
（四
九
％
）。
こ

の
五
四
％
と
い
う
数
値
を
、
九
〇
年
の
社
会
動
向
調
査
の
そ
れ
、
す
な

わ
ち
、
家
族
手
当
の
受
給
資
格
を
も
ち
現
に
受
給
す
る
人
々
四
八
％
と

比
較
す
る
と
、
お
お
よ
そ

一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
福
祉
諸
手
当
の
申
請

率
も
被
介
護
者
が
若
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
る

（表
２３
）０

申
請
の
比
率
は
、
両
親
の
世
話
を
す
る
介
護
者
の
場
合
に
平
均
よ
り

低
い
。
こ
れ
ら
の
介
護
者
の
多
く
は
、
両
親
と
は
別
の
場
所
に
住
む
か

ら
で
あ
る
。
福
祉
諸
手
当
の
申
請
は
、
介
護
者
が
被
介
護
者
と
一
緒
に

住
む
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
こ
と
な
る

（表
２４
）０

フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
四
人
中

一
人

（二
六
％
）
は
、
福
祉
諸
手

当
の
申
請
を
し
て
い
な
い
。
そ
の
申
請
比
率
は
、
北
西
部
に
お
い
て
平

表21 被介護者の年齢階層別ソーシャルワーカー等からの助言の状況

表22 被介護者の年齢階層別社会サービス部等からの助言の状況

(単位 :%)

被 介 護 者 の 年 齢 階 層
計

(3,622人 )64歳以下
( 954人 )

65--74漬薇
( 526人 )

75--84備遠
( 980人 )

85歳以上

(1,249人)

ソーシャルワーカー

地 域 看 護 婦

33

21

(単位 :%)

被 介 護 者 の 年 齢 階 層

64歳以下

(954人 )

65--74涜記
(526人 )

75--84蔵鐙
(980人 )

85歳以上

(1,249人 )

計

(3,622人 )

地区社会
サービス部

他の介護者

11

8



表23 
警皇薫嘉

の年齢階層別福祉諸手当の

均
よ
り
高
い
。
し
か
し
地
域
別
の
変
動
は
こ
れ
以
外
に
な
い
。

福
祉
諸
手
当
の
申
請
を
し
た
現
役
の
介
護
者

（五
四
％
）
の
う
ち
、

そ
の
二
人
中

一
人
か
ら
四
人
中

一
人

（二
八
％
）
は
、
申
請
に
あ
た
っ

て
な
ん
ら
か
の
問
題
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
五
歳
未
満
の
介
護

者
の
な
か
で
特
に
目
立
ち
、
〓
一四
―
二
五
％
に
の
ぼ
る
。介
護
者
に
な
っ

た
が
た
め
に
経
済
的
に
困
窮
し
た
人
々
は
、
福
祉
諸
手
当
の
申
請
に
あ

た
っ
て
か
な
り
も
し
く
は
非
常
な
問
題
を
味
わ
っ
て
い
る

（平
均
二

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

八
％
に
対
し
て
四
三
％
）。
問
題
を
感
ず
る
比
率
は
、
地
域
的
に
は

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
高
い

（平
均
二
八
％
に
対
し
て
三
三
％
）。

福
祉
諸
手
当
の
申
請
に
あ
た
っ
て
直
面
す
る
問
題
の
性
格
に
つ
い
て

間
う
た
と
こ
ろ
、
申
請
期
間
の
長
さ
、
記
入
の
様
式
、
書
式
の
複
雑
さ

お
よ
び
お
役
所
的
な
事
務
の
処
理
に
、
い
ず
れ
も
二
桁
の
回
答
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
次
に
み
る
通
り
で
あ
る

（表
２５
）０

介
護
者
の
年
齢
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
す
な
わ
ち
年
齢
階
層
を
特
定

す
る
な
ら
ば
四
五
歳
未
満
と
四
五
―
五
四
歳
層
に
つ
い
て
、
不
満
の
比

率
も
高
い
。
申
請
は
、
次
の
事
実
、
す
な
わ
ち
介
護
者
が
若
い
ほ
ど
フ

ル
タ
イ
ム
も
し
く
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
に
就
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も

や
や
こ
し
く
な
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

０
　
ど
の
福
祉
手
当
を
受
給
し
た
か

ど
の
福
祉
手
当
を
受
給
し
た
か
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
も
っ

と
も
目
立
っ
た
種
類
は
介
護
手
当
で
あ
る
（八
二
％
）。
三
人
中

一
人
か

ら
四
人
中

一
人
の
介
護
者
は
、
移
動
手
当
、
障
害
給
付
、
障
害
者
生
活

手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
の
介
護
者
は
、
介

護
費
用
の
払
い
戻
し
を
受
け
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
諸
手
当
の
受
給
率

一
一
九

64歳 以 下

65  --  74  潟滝

75歳 以 上

比率(%)

72

57

47

表24 福祉諸手当の被介護者との同居別
申請状況

被介護者と同居する

被介護者と離れて生活する



介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(1,704人 )

54歳以下
(1,025人)

55--64備記
(1,120人)

65歳以上
(1,148人)

計
(3,305人)

申請期間の長さ

書式の複雑さ

記入の様式

不十分な情報

お役所的な事務の処理

他

33

17

23

12

22

6

27

14

18

9

14

4

23

10

17

7

10

3

28

14

19

9

15

5

30

15

20

10

16

4

累  計

(注)(1)申請した者について。

表25 福祉諸手当の申請上の諸問題

表26 福祉諸手当の受給状況

(単位 :%)

(単位 :%)

法
経
研
究
四
三
巻
四
号

（
一
九
九
五
年
）

一
二
〇

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(1,704人 )

54歳以下
(1,025人)

55--64端驚
(1,120人)

65歳以上

(1,148人)

計
(3,305人)

介護手当

移動手当

障害者生活手当

疾病者介護手当

所得補助

介護費用の払い戻し

81

27

25

32

18

29

86

19

14

6

11

26

82

27

24

29

17

28

86

31

25

32

17

30



は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
に
つ
い
て
わ
ず
か
な
が
ら
高
い

（表
２６
）０

ご
く
わ
ず
か
な
介
護
者

（八
％
）
が
住
居
手
当
を
受
け
て
い
る
。
介

護
者
奨
励
金
を
受
け
る
例
も
少
な
い
（四
％
）。
二
四
―
二
八
％
の
受
給

率
の
諸
手
当

（介
護
費
用
の
払
霊
戻
し
を
除
く
）
を
詳
し
く
分
析
す
る

と
、
受
給
は
、
年
齢
の
若
い
介
護
者
や
被
介
護
者
に
傾
斜
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
被
介
護
者
と

一
緒
の
住
い
で
暮
ら
し
て
い
る
。
受

給
率
は
、
介
護
者
に
な
っ
た
た
め
に
経
済
的
に
困
窮
し
た
者
、
同
じ
く

仕
事
を
離
れ
も
し
く
は
時
間
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
に
つ
い

て
、
平
均
よ
り
も
高
い
。
地
域
的
な
変
動
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
と

よ
り
介
護
手
当
の
受
給
率
が
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
州
と
ハ
ン
バ
ー
サ
イ
ド

州
に
お
い
て
少
し
低
下
す
る

（平
均
八
二
％
に
対
し
て
七
四
％
）
こ
と

を
除
い
て
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
手
当
の
年
齢
階
層
別
受
給
率
は
、
注
目
に
値
す
る

（表

２７
）０こ

の
表
の
右
脇
の
丸
括
孤
内
の
数
値
は
、
被
介
護
者
中
の
身
体
的
な

障
害
の
広
が
り
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。
平
均
値
四
〇
％
か
ら
の
目

立
っ
た
偏
差
は
、
唯

一
四
五
歳
未
満
の
年
齢
階
層
に
み
ら
れ
る
。
身
体

的
な
障
害
の
広
が
り
は
、
五
二
％
に
上
昇
す
る
。
し
か
し
、
諸
手
当
の

受
給
率
は
、
六
五
歳
以
上
の
介
護
者
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
低
下
す
る
。

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

こ
れ
は
、
さ
き
の
表
中
と
り
わ
け
疾
病
者
介
護
手
当
の
場
合
に
示
さ
れ

２つ
。

一
一
三

表27 福祉諸手当の介護者年齢階層別受給状況   (単位 :%)

移動手当
障害者
生活手当

疾病者
介護手当

44歳 以 下

45 -- 54 涜記

55 -- 64 靖気

65 -- 74 備艶

75歳 以 上

５０

３０

２７

２２

９

４５

３．

２５

・５

８

58    (52)

48    (40)

32    (37)

6    (43)

6    (39)

平  均



法
経
研
究
四
三
巻
四
号

（
一
九
九
五
年
）

⑤
　
福
祉
諸
手
当
の
額
は
十
分
か

介
護
者
は
、
福
祉
諸
手
当
に
つ
い
て
の
節
で
さ
ら
に
手
当
額
の
妥
当

性
に
つ
い
て
の
考
え
を
た
ず
ね
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
評
価
点
１
す
な
わ

ち
ま
っ
た
く
不
十
分
か
ら
同
じ
く
６
す
な
わ
ち
ま
っ
た
く
十
分
ま
で
の

６
段
階
評
価
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
完
全
な
結
果
は
、
付
表
１０
に

示
さ
れ
る
。

評
価
は
、
介
護
者
の
年
齢
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
き
わ
立
っ
た
対
照

を
み
せ
る
。
評
価
点
６
、
５
、
４
は
積
極
的
な
評
価
、
同
じ
く
３
、
２
、

１
は
否
定
的
な
評
価
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
六
五
歳
以
上
の

介
護
者
の
二
人
中
二
人
は
、
積
極
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
比

率
は
、
五
五
歳
未
満
の
介
護
者
に
な
る
と
、
二
人
中

一
人
で
あ
る
。
評

価
点
６
お
よ
び
５
を
つ
け
た
五
五
歳
未
満
の
介
護
者
は
、
五
人
中

一
人

で
あ
る
。
他
方
、
評
価
点
２
お
よ
び
１
を
つ
け
た
五
五
歳
未
満
の
介
護

者
も
五
人
中

一
人
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
階
層
の
介
護
者
は
、
た
と
え
相

対
的
に
高
い
受
給
率
の
も
と
に
あ
っ
て
さ
え
、
き
び
し
い
経
済
的
な
困

窮
に
あ
る
。
手
当
額
へ
の
概
し
て
否
定
的
な
評
価
も
う
な
ず
け
る
。

最
後
に
、
介
護
者
は
、
福
祉
諸
手
当
に
関
す
る
こ
の
節
で
、
こ
れ
ま

一
一
一二

で
に
享
受
し
た

一
連
の
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
っ
て
、
ａ
無
料
、
ｂ
有
料
、

ｃ
受
け
た
か
っ
た
が
供
給
さ
れ
な
か
っ
た
、
ｄ
受
け
た
か
っ
た
が
地
域

で
は
利
用
で
き
な
い
、
ｅ
必
要
で
な
い
、
の
以
上
五
項
目
に
つ
い
て
た

ず
ね
ら
れ
る
。
こ
の
質
問
に
は
、
無
回
答
が
非
常
に
多
い
。

受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
で
は
家
庭
医
、
地
域
看
護
婦
に
よ
る
定
期

的
な
訪
間
の
比
率
が
高
く
、
家
庭
医
の
も
つ
か
な
り
の
影
響
力
に
つ
い

て
確
証
し
て
い
る
。
被
介
護
者
の
加
齢
と
と
も
に
家
庭
医
の
定
期
的
な

訪
間
の
比
率
も
高
く
な
る
。
住
宅
の
改
造
は
、
比
較
的
若
い
介
護
者
の

間
で
目
立
つ
。
こ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
身
体
的
な
障
害
を
反
映
し
て

い
る
。
住
宅
の
改
造
を
受
け
た
介
護
者
の
二
人
中

一
人
か
ら
四
人
中

一

人
は
、
そ
の
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
宅
の
改
造
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
は
、
地
方
当
局
の
査
定
を
受
け
た
介
護
者
に
お
い
て
目
立

つ
（平
均
二
九
％
に
対
し
て
三
九
％
）。
も
っ
と
も
利
用
の
目
立
つ
サ
ー

ビ
ス
は
、
費
用
の
負
担
を
と
も
な
う
が
、
地
方
当
局
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ

・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
四
人
中
二
人
が
、
費

用
を
負
担
し
て
い
る
。
地
方
の
輸
送
手
段
は
、
四
五
歳
未
満
の
介
護
者

に
よ
っ
て
も
っ
と
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
四
人
中

一
人
は
、

費
用
を
負
担
し
て
い
る
。
介
護
者
の
年
齢
の
上
昇
に
つ
れ
て
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
も
増
え
て
い
る
。
五
人
中

一
人
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
費



用
を
負
担
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
も

一
〇
％
を
超
え
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に

よ
る
介
護
作
業
の
援
助
を
受
け
た
介
護
者
は
、
わ
ず
か
に
六
％
で
あ
る
。

そ
の
種
の
援
助
を
希
望
す
る
介
護
者
は
、
ま
れ
で
あ
る
。
二
人
中

一
人

か
ら
四
人
中

一
人
の
介
護
者
は
、
多
く
の
場
合
に
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
な
い
部
類
に
属
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
に
し
な
い
部
類
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
述
べ
る

と
、
そ
の
比
率
は
年
齢
と
逆
の
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
介
護
者
が

若
い
ほ
ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
に
し
な
い
部
類
も
多
い
。

地
方
当
局
の
提
供
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

ｏ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
遠

隔
地
の
介
護
者
の
な
か
で
平
均
よ
り
高
い

（平
均
二
四
％
に
対
し
て
四

五
％
）。
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
に
し
な
い
比
率
も
、
こ
れ
ら
の
介
護
者
に
お

い
て
は
少
な
い
（平
均
三

一
％
に
対
し
て
一
六
％
）
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介

護
者
の
三
人
中

一
人

（三
四
％
）
は
、
地
方
当
局
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ

・
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
な
い
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
看

護
婦
に
よ
る
定
期
的
な
訪
間
の
希
望
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
な

か
で
平
均
よ
り
わ
ず
か
に
高
い
（平
均
三
二
％
に
対
し
て
三
八
％
）。
全

体
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
に
し
な
い
比
率
は
、
被
介
護
者
と

一
緒
に

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

生
活
す
る
介
護
者
に
お
い
て
か
な
り
高
い
。
他
方
、
食
事
の
配
達
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
比
率
は
、遠
隔
地
の
介
護
者
に
つ
い
て
高
い
（平

均
八
％
に
対
し
て
二
四
％
）。
（付
表
１０
、
■
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

９
　
介
護
者
の
支
払
っ
た
代
償

介
護
者
は
、
諸
手
当
に
つ
い
て
の
回
答
に
先
立
っ
て
―
調
査
票
の
な

か
ほ
ど
で
―
次
の
こ
と
を
た
ず
ね
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
介
護
者
で
あ

る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
余
暇
活
動
の
中
止
あ
る
い
は
縮
小
に
つ
い
て

で
あ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
二
人
中
二
人

（六
八
％
）
は
、
自

由
度
の
縮
小
と
自
分
自
身
の
生
活
へ
の
支
障
に
つ
い
て
認
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
特
に
被
介
護
者
と

一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者
に
目
立
つ
。
ピ

ク
ニ
ッ
ク
、
休
日
、
旅
行
お
よ
び
友
人
の
訪
間
も
同
じ
よ
う
に
縮
小
さ

れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
付
表
１２
を
参
照
さ
れ
た
い
。
配
偶
者
の
世
話
に

あ
た
る
介
護
者
は
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
休
日
の
双
方
に
つ
い
て
両
親
の
世

話
を
す
る
介
護
者
よ
り
も
大
き
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
。

あ
と
の
方
で
別
の
質
問
、
す
な
わ
ち
介
護
者
は
、
自
分
の
健
康
が
影

響
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
た
ず
ね
ら
れ
る
。
二
人
中

一
人

の
介
護
者
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を
「よ
い
」
と
答
え
て
、
他
の
三
八
％

一
一
一三
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は
「自
分
の
年
齢
を
意
識
し
て
い
る
」、
さ
ら
に
、
四
〇
％
―
全
体
の
な

か
で
は
少
数
で
あ
る
が
―
は
健
康
に
問
題
の
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い

る
。
健
康
状
態
が
よ
い
と
す
る
回
答
は
、
介
護
者
の
年
齢
に
か
な
り
の

程
度
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
介
護
者
の
年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
健
康
状
態

が
よ
い
と
す
る
回
答
比
率
も
高
く
な
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
が
よ

い
健
康
状
態
に
あ
る
と
答
え
る
比
率
は
、
低
い

（平
均
三
三
％
に
対
し

て
二
五
％
、
表
２８
）０

介
護
者
の
健
康
が
ど
の
程
度
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

介
護
者
の
五
九
％
は
疲
労
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
特
に
フ
ル

タ
イ
ム
の
介
護
者
に
な
る
と
七

一
％
に
上
昇
す
る
。
精
神
的
な
重
圧
感

は
、
少
な
く
と
も
二
人
中

一
人
の
介
護
者
の
抱
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三

人
中

一
人
か
ら
四
人
中

一
人
の
介
護
者
は
、
い
ら
い
ら
す
る
こ
と
、
の

ち
の
ち
の
心
配
事
、精
神
的
な
疲
労
に
つ
い
て
不
満
を
も
ら
し
て
い
る
。

身
体
的

・
精
神
的
な
疲
労
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
な
か
で
一
般

的
で
あ
る
。
詳
し
く
は
付
表
１３
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
ら
の
数
値
は
、
介
護
者
と
被
介
護
者
と
が

一
緒
に
生
活
す
る
場

合
に
必
ず
平
均
よ
り
も
高
い
。
た
と
え
ば
疲
労
感
を
例
に
と
る
と
別
々

に
生
活
す
る
介
護
者
四
八
％
に
対
し
て

一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者
六

四
％
で
あ
る
。

(単位 :%)表28 介護者の年齢階層別等健康状態

一
二
四

よ い 状 態
で
を
る中赫【

よ
あ
感

問 題 を
かかえる

44歳 以 下

45 -- 54 漬費

55 -- 64 局長

65 -- 74 漬通

75歳 以 上

53

41

34

25

17

平  均

フルタイムの介護者

(注)(1)い くつかの重複回答があり、合計は100を超す。



１０
　
他
の
介
護
者
へ
の
助
言
お
よ
び
介
護
者
の
必
要

調
査
票
の
最
後
の
方
に
二
つ
の
重
要
な
質
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。

質
問
６０
　
ぁ
な
た
が
他
の
介
護
者
に
寄
せ
る
主
な
助
言
は
な
ん
で
す

か
？質

問
６．
　
介
護
者
む
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
将
来
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
も
の
は
な
ん
で
す
か
？

付
表
１４
は
、
右
の
質
問
の
う
ち
前
者
に
つ
い
て
の
結
果
を
ま
と
め
て

い
る
。
介
護
者
自
身
の
健
康
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
、
第

一
番
の
助
言

で
あ
る
。
こ
れ
に
、
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
ほ
ぼ

一
線
で
続
く
。

友
人
と
の
接
触
を
保
つ
こ
と
お
よ
び
定
期
的
に
休
息
を
取
る
こ
と
も
、

二
人
中
お
よ
そ
二
人
の
介
護
者
に
よ
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
。
忍
耐
や
寛
容

も
、
提
供
さ
れ
る
援
助
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
ら
ん
で
高
い
回
答
比

率
を
示
す
。
ほ
と
ん
ど
の
数
値
と
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の
な
か

で
わ
ず
か
に
高
い
。

介
護
者
む
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
将
来
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
三
人
中
お
よ
そ
二
人

（六
二
％
）
の
介
護
者
が
、
利
用
の

で
き
る
援
助
や
施
設
に
つ
い
て
も
っ
と
助
言
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

る
、
と
答
え
て
い
る
。
問
題
な
ど
の
生
じ
た
と
き
の
相
談
窓
口
に
つ
い

て
も
か
な
り
の
希
望
が
が
出
さ
れ
て
い
る
。
介
護
者
は
、
情
緒
的
な
意

味
で
も
、
ま
た
実
際
上
も
し
ば
し
ば
孤
立
感
に
さ
い
な
ま
れ
る
。

希
望
は
、家
庭
医
の
訪
間
に
よ
る
介
護
者
と
の
対
話
に
も
お
よ
ぶ
（四

二
％
）。
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
よ
り
多
く
の
援
助
、
経
済
的
な

支
援
の
拡
大
、
介
護
者
と
そ
の
必
要
に
つ
い
て
の
世
間
の
認
識
の
改
善

な
ど
に
も
、
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
経
済
的
な
援
助
な
ど
に
つ
い

て
の
希
望
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
お
よ
び
五
五
歳
未
満
の
介
護
者

の
な
か
で
多
い

（付
表
１５
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

１１
　
複
数
の
被
介
護
者
を
看
る
介
護
者

調
査
票
の
最
後
の
方
で
ご
く
限
ら
れ
た
数
の
質
問
が
、
二
人
以
上
の

被
介
護
者
の
世
話
に
あ
た
る
介
護
者
む
け
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
次
の

数
値
は
、
こ
の
質
問
に
答
え
た
九
四
二
人
の
多
重
介
護
者
に
つ
い
て
の

も
の
で
あ
る
。

介
護
者
と
被
介
護
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
多
重

介
護
の
主
た
る
誘
因
は
、
二
番
目
の
親
に
か
か
わ
る

（表
２９
）０

親
の
世
話
を
す
る
介
護
者
の
お
よ
そ
半
数

（四
五
％
）
は
、
ほ
か
に

一
二
五
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一
人
以
上
の
親
の
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
。
合
計
八
〇
人
の
介
護
者
が

こ
れ
に
あ
た
る
。

被
介
護
者
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
四
二
％
が
八
五
歳
以
上
で
あ
る
。

八
五
歳
以
上
の
被
介
護
者
が
調
査
全
体
に
占
め
る
比
率
三
八
％
よ
り
、

わ
ず
か
な
が
ら
高
い
。
さ
ら
に
、
多
重
介
護
の
状
態
に
あ
る
被
介
護
者

の
五
人
中
四
人
は
、
七
五
歳
以
上
で
あ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
介
護
者
の

一　
一
一エハ

五
人
中

一
人
は
、
二
五
歳
未
満
の
二
人
も
し
く
は
二
人
の
被
介
護
者
の

世
話
を
し
て
い
る
。
高
齢
の
結
果
と
し
て
の
体
の
弱
ま
り
は
、
も
っ
と

も
目
立
っ
た
障
害
の
現
わ
れ
で
あ
る

（回
答
全
体
の
四
八
％
に
対
し
て

六
四
％
）。
身
体
的
な
障
害
は
、
回
答
全
体
に
占
め
る
比
率

（四
〇
％
）

よ
り
も
低
い

（表
３０
）。

表29 多重介護の場合の介護者と
被介護者との関係    (単位:%)

比率 (%)

36

16

11

10

9

9

13

母親,父親

他の親戚

配偶者の親戚

配偶者

息子,娘

自分の友人

隣人

表30 多重介護を受ける被介護者の障害状況

調査計
(7,780人 )

高齢による体の弱まり

身体的な障害

学習上の障害

精神衛生の問題

(注)(1)多重介護にあたる942人について。

(単位 :%)



二
人
以
上
の
被
介
護
者
の
世
話
を
す
る
介
護
者
の
多
く
は
、
調
査
全

体
の
結
果
と
は
ち
が
っ
て
第
二
、
第
二
番
目
の
被
介
護
者
と

一
緒
に
生

活
し
て
は
い
な
い
。
同
じ
家
族
と
し
て
生
活
す
る
介
護
者
の
比
率
は
、

調
査
全
体
の
七

一
％
に
較
べ
て
二
人
中

一
人
を
わ
ず
か
に
上
ま
わ
る
程

度

（三
五
％
）
で
あ
る
。
被
介
護
者
と
別
に
住
ん
で
い
る
場
合
で
も
、

介
護
者
と
の
距
離
は

一
般
に
一
マ
イ
ル
以
内
で
あ
る

（表
３．
）。

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

四
人
中
二
人
の
介
護
者
は
、
二
人
日
、
三
人
目
の
被
介
護
者
に
つ
い

て
も
自
分
が
主
な
介
護
者
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
被
介
護
者
と
介
護

者
と
が

一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
二
人
中
二
人
の
介
護
者

（六
六
％
）
は
、
自
分
が
主
な
介
護
者
で
あ
る
と
質
問
に
答
え
て
い
る
。

多
重
介
護
に
つ
い
て
の
最
後
の
質
問
で
は
、
週
当
た
り
ど
れ
く
ら
い

の
時
間
が
第
二
、
第
二
の
被
介
護
者
に
あ
て
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
間
う

一
二
七

表31 多重介護者の住居の被介護者との
距離等状況 (単位 :%)

(注)(1)い くつかの多重回答が多重介護者にみられる

ため、合計は100を超す。

表32 多重介護者の第 2、 第 3の
被介護者に費やす時間分布  (単位 :%)

フルタイム

の介護者
(229人 )

13

19

6

5

12

6

46

3時 間 未 満

4-6時 間

7-10時 間

11-15時 間

16-24時 間

25-40時 間

40時 間 以 上

多重介護者
(935人 )

同じ家族として生活

1マイル未満の距離に生活

1マイルを超す距離に生活

22

28

14

9

11

5

18
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て
い
る
。
回
答
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
介
護
者
は
、他
の
介
護
者
と
は
こ
と
な
る
回
答
分
布
を
示
す
（表
３２
）０

‐２
　
か
つ
て
の
介
護
者

二
つ
の
質
問
が
、
調
査
票
の
最
後
に
か
っ
て
の
介
護
者
に
な
さ
れ
て

一
二
八

い
る
。　
〓
二
七
七
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
数
は
、
調
査
票

の
最
初
に
回
答
さ
れ
た
か
っ
て
の
介
護
者
の
数

一
七
八
八
を
少
し
下
ま

わ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
後
者
の
七
七
％
に
あ
た
り
、
こ
の
人
々
が
二

つ
の
質
問
に
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。

最
初
の
質
問
は
、
い
つ
頃

「主
た
る
介
護
者
」
で
な
く
な
っ
た
か
に

つ
い
て
た
ず
ね
て
い
る

（表
３３
）０

な
ぜ
介
護
者
で
な
く
な
っ
た
か
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
と
、
回
答
率
は

か
な
り
下
が
っ
て
い
る
。
回
答
を
寄
せ
た
な
か
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
、

被
介
護
者
の
死
亡
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
半
数
に
の
ぼ
る
。
他
の
理
由
は
、

被
介
護
者
の
居
住
施
設
や
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
ヘ
の
入
居
あ
る
い
は
入

院
で
あ
る
。

‐３
　
介
護
者
の
休
息
の
機
会

以
上
の
標
準
的
な
作
表
に
加
え
て
、
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
分
析
が
加

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
予
測
的
な
技
法
で
あ
る
自
動
相
互
作
用
検
出

法

（Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の
利
用
が
含
ま
れ
る
。
分
析

（付
表
１６
を
参
照
さ
れ
た

い
）
は
、
介
護
者
が
、
従
属
変
数
と
し
て
の
一
週
も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
休
息
の
取
得
程
度
を
用
い
て
、
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
最
終
の

表33 かつての介護者の「主たる介護者」で
なくなった時期別分布

比率(%)

最近6カ 月以内

同 7-12カ 月以内

同 1-2年以内

2年以上前

(注)(1)1,377人 による回答。



結
果
は
、
全
体

（こ
の
場
合
に
は
五
七
〇
二
人
）
を
い
く
つ
か
の
別
々

の
群
に
分
類
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を

一
週
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
休
息
の

取
得
可
能
性
に
そ
っ
て
再
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
も
つ
弁
別
の
基
準
は
、
介
護
者
が
彼
も
し

く
は
彼
女
の
配
偶
者
の
世
話
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
配
偶
者

の
世
話
に
あ
た
る
介
護
者
は
、　
一
週
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
休
息
の
取

得
に
お
い
て
は
る
か
に
低
い
可
能
性
し
か
も
た
な
い
。
こ
れ
と
は
対
照

的
に
、
配
偶
者
を
世
話
し
な
い
介
護
者
の
二
人
中
二
人

盆
ハ
七
％
）
は
、

一
週
以
上
の
休
息
の
取
得
に
お
い
て
ず

っ
と
高
い
可
能
性
を
も
つ
。
多

く
の
介
護
者
は
、
こ
の
調
査
報
告
書
の
別
の
箇
所
で
述
べ
た
よ
う
に
し

ば
し
ば
近
く
に
住
む
親
の
世
話
を
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
他
の
家
族

構
成
員
が
介
護
に
加
わ
る
こ
と
か
ら
、
主
た
る
介
護
者
が

一
時
的
な
休

息
や
休
暇
を
取
得
で
き
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
付
表
１６
の
右
欄
に
示
し
た
よ
う
に
被
介
護
者
と
の
同

居
の
い
か
ん
を
第
二
の
弁
別
の
基
準
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
被
介
護
者

と

一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者
は
、
休
息
を
取
り
づ
ら
い
。
介
護
者
は
、

被
介
護
者
が
か
わ
り
の
介
護
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
と
き
に
の
み
―
付

表
１６
の
下
欄
左
は
じ
―
休
息
を
時
た
ま
の
こ
と
で
は
あ
る
が
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
付
表
１６
の
下
欄
右
か
ら
二
番
目
に
み
る
よ
う
に
、
被
介
護

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

者
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
場
合
の
介
護
者
の
一
〇
人
中
九
人

（九

一
％
）
は
、
少
な
く
と
も
年
に
一
週
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
休
息
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

付
表
１６
の
左
の
欄
に
目
を
転
じ
る
と
、
定
期
的
な
支
援
を
た
と
え
ば

他
の
家
族
構
成
員
か
ら
受
け
る
介
護
者
は
、　
一
週
以
上
の
一
時
的
な
休

息
を
よ
り
高
い
可
能
性
の
も
と
に
取
得
で
き
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、

定
期
的
な
支
援
も
な
く
配
偶
者
の
世
話
に
あ
た
る
介
護
者
は
、
非
常
に

悪
い
取
得
率
で
あ
る
。
こ
の
七
九

一
人
の
介
護
者
は
、
全
体
の
一
四
％

に
あ
た
る
。
さ
ら
に
、
介
護
者
の
年
齢
の
上
昇
に
つ
れ
て
同
じ
状
態
に

お
ち
入
り
や
す
い
。
こ
の
介
護
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
調
査
報

告
書
の
以
下
に
続
く
最
後
の
節
で
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
。

‐４
　
被
介
護
者
と

一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者
、
離
れ
て
暮
ら
す
介

護
者い

く
つ
か
の
中
心
的
な
変
数
が
、
こ
の
調
査
報
告
の
準
備
の
過
程
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
介
護
者
に
お
け
る
相
違
と
し
て
現
わ
れ

る
。
介
護
者
の
年
齢
は
、
そ
の
よ
う
な
変
数
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

高
齢
の
介
護
者
と
若
い
介
護
者
と
で
は
、
か
な
り
の
ち
が
い
が
現
わ
れ

る
。
比
較
的
若
い
介
護
者
は
、
福
祉
諸
手
当
の
高
い
受
給
率
を
誇
る
。

一
二
九
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し
か
し
経
済
的
な
困
難
さ
を
経
験
す
る
こ
と
で
は
、
六
五
歳
以
上
の
介

護
者
を
上
ま
わ
る
。
五
五
歳
未
満
の
介
護
者
の
少
な
く
と
も
半
数
は
、

養
育
中
の
子
供
を
抱
え
て
い
る
。
介
護
者
が
若
く
な
る
ほ
ど

一
人
も
し

く
は
二
人
以
上
の
両
親
の
世
話
を
す
る
比
率
も
高
く
な
る
。
こ
れ
と
は

逆
に
介
護
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
配
偶
者
を
世
話
す
る
比
率
も
高
い
。

二
つ
目
の
大
き
な
変
数
は
、
年
に
一
週
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
休
息

の
介
護
者
に
よ
る
取
得
可
能
性
に
か
か
わ
る
。
そ
れ
ら
を
取
得
で
き
な

い
介
護
者
は
、
配
偶
者
の
世
話
に
あ
た
る
場
合
に
多
い
。
こ
の
介
護
者

は
、
定
期
的
な
支
援
を
得
る
機
会
に
乏
し
く
、
こ
の
た
め
介
護
人
口
中

の
相
対
的
に
弱
い
一
群
を
形
成
す
る
。

は
っ
き
り
と
し
た
区
別
は
、
介
護
者
と
被
介
護
者
と
が
同
じ
屋
根
の

下
で
生
活
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
も
く
だ
さ
れ
る
。
被
介
護
者
が
他

で
暮
ら
す
場
合
、
こ
の
調
査
報
告
で
は
、
離
れ
た
介
護
者
と
い
う
表
現

を
用
い
て
い
る
。

被
介
護
者
の
七

一
％
は
、
介
護
者
と

一
緒
に
暮
ら
す
。
こ
の
数
値
は
、

現
役
の
介
護
者
に
な
る
と
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
七
四
％
で
あ
る
。
こ
れ

の
意
味
す
る
こ
と
と
い
え
ば
、
四
人
中

一
人
の
被
介
護
者
は
、
別
の
土

地
で
生
活
し
て
お
り
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
介
護
者
の
住
い
と

一
マ
イ
ル
以

内
に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
離
れ
て
暮
ら
す
介
護
者
の
二
人
中

一
三
〇

二
人
は
、少
な
く
と
も
日
に
一
度
被
介
護
者
を
実
際
に
た
ず
ね
て
い
る
。

介
護
者
と

一
緒
に
暮
ら
す
被
介
護
者
の
四
〇
％
は
、
六
五
歳
以
上
で

あ
る
。
こ
の
数
値
は
、
離
れ
て
生
活
す
る
介
護
者
の
場
合
に
わ
ず
か
二

一
％
で
あ
る
。
後
者
の
三
七
％
は
、
五
五
歳
未
満
で
あ
る

（前
者
二

五
％
）。
離
れ
て
暮
ら
す
介
護
者
は
、
一
人
も
し
く
は
二
人
以
上
の
両
親

を
介
護
す
る
こ
と
が
多
く
、
他
方
、　
一
緒
に
住
む
介
護
者
は
、
配
偶
者

の
世
話
を
す
る
こ
と
が
多
い

（表
３４
）０

表34 介護者と被介護者の同居 。別居関係

一緒に暮らす

(単位 :%)

離れて暮らす



他
に
暮
ら
す
被
介
護
者
の
ほ
と
ん
ど

（九

一
％
）
は
、
七
五
歳
以
上

で
あ
る
。
身
体
の
弱
ま
り
（七
三
％
）
は
、
被
介
護
者
の
も
っ
と
も
は
っ

‐き
り
と
し
た
ハ
ン
デ
イ
で
あ
る
。

一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者
は
、
入
手
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
比
較
的
利

用
し
て
い
る
。
離
れ
て
暮
ら
す
介
護
者
は
、
こ
の
調
査
か
ら
の
印
象
で

あ
る
が
、
入
手
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
と
り
わ
け
地
域
看
護
婦
な
ど
の
専

門
的
な
性
格
の
サ
ー
ビ
ス
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
離
れ
て
暮

ら
す
介
護
者
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
食
事
の
配
達
に
つ
い
て

は
大
い
に
利
用
し
て
い
る
。　
一
緒
に
暮
ら
す
介
護
者
は
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
介
護
に
あ
た
る
こ
と
が
は
る
か
に
多
い

（平
均
五
％
に
対
し
て
五

四
％
）。
他
方
、
離
れ
て
生
活
す
る
介
護
者
は
、
働
い
て
い
る
場
合
が
多

い

（平
均

一
八
％
に
対
し
て
三
七
％
）。

介
護
者
が
も
っ
と
も
評
価
す
る
援
助
の
種
類
に
つ
い
て
い
う
と
、
そ

も
そ
も
要
求
の
水
準
か
ら
し
て
一
緒
に
住
む
介
護
者
の
な
か
で
か
な
り

高
い

（表
３５
）０

一
緒
に
住
む
介
護
者
の
半
数

（四
九
％
）
は
、　
一
週
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
長
さ
の
休
息
を
取
得
し
て
い
な
い
。
こ
の
数
値
は
、
離
れ
て
生

活
す
る
介
護
者
と
な
る
と

一
四
％
で
あ
る
。　
一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者

の
四
〇
％
は
、
わ
ず
か
に
二
時
間
に
み
た
な
い
一
時
的
な
休
息
を
取
る

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

に
す
ぎ
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
介
護

者
に
な
る
と

一
二
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
別
の
介
護
措
置
を
受
け
入
れ

一
〓
〓

離れて暮らす

39

9

18

11

休息,休暇

被介護者の一時預リサービス

介護の代替

定期的な休息

表35 介護者の被介護者との同居・別居別要求状況 (単位 :%)

一緒に暮らす
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る
姿
勢
と
な
る
と
、
離
れ
て
暮
ら
す
介
護
者
に
つ
い
て
低
い

（受
け
入

れ
な
い
四
八
％
、　
一
緒
に
暮
ら
す
介
護
者
同
じ
く
二
五
％
）。

被
介
護
者
を

一
人
の
ま
ま
に
し
て
お
け
る
時
間
の
長
さ
に
つ
い
て

は
、　
一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者
の
半
数
以
上

（五
五
％
）
が
被
介
護
者

を
二
時
間
以
上

一
人
に
は
で
き
な
い
と
答
え
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
数

値
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
介
護
者
の
場
合
に
一
五
％
で
あ
る
。

経
済
的
な
問
題
は
、　
一
緒
に
生
活
す
る
介
護
者
に
お
い
て
よ
り
鋭
く

（六
四
％
、
離
れ
て
暮
ら
す
介
護
者
四
三
％
）、
こ
の
た
め
諸
手
当
へ
の

申
請
率
じ
高
い
（そ
れ
ぞ
れ
六
五
％
、
二
六
％
）。
質
問
の
最
後
に
な
る

が
、　
一
緒
に
暮
ら
す
介
護
者
は
、
経
済
的
な
支
援
と
そ
の
改
善
に
よ
り

大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る

（同
じ
く
三
七
％
、
二
六
％
）。

54歳 以 下

55  --  64  漏記

65 - 74 歳

75  --  84  慶驚

85歳 以 上

比率(%)

13

6

15

29

38
一
一一一二

付表 1 被介護者の年齢階層別構成



続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

(注)(1)う ち61%は介護者の両親。
(2)身体的な障害の39%と 脳卒中の52%は配偶者。
(3)う ち51%も 介護者の両親。

一
一一一一一一

付表2 被介護者の年齢階層別疾病・障害の性格     (単 位 :%)

輪 囲雷lAl

・‐５ｍ ‐６．２４⑩ ２５．３４⑩ ３５．５４０ ５５．６４０
65-74
(1,137)

75--84

(2,280)

85歳以上
(2,921)

計
(7,780)

榊 な
よわさ(1)

駒 な
鶴暉霊2)

脳卒中(2)

ポケ(3)

精神衛生

学習上の障害

糖尿病

４

６８

１

１

・３

６８

１

3

57

2

2

14

64

5

49

1

2

22

57

3

5

60

8

3

16

23

4

6

57

24

5

10

5

8

10

49

34

9

11

4

11

５４

３９

２８

２０

１２

１

■

８８

３３

・３

２０

６

１

６

48

40

19

14

10

8

7

付表 3 介護者の年齢階層別等介護作業の状況      (単 位 :%)

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(1,812人 )

55--64端轟
(2,128人 )

65歳以上

(2,086A)
計

(6,070人 )

食料品の買入れ

年金の受取 りなど

衣類の洗濯とつくろい

調理

清掃

金銭の管理

家庭医,病院への連絡

ベットメーク

車の運転

庭の手入れ

つめの手入れ,足の洗浄

着脱衣の手伝い

91

89

88

86

80

73

82

72

74

56

58

56

92

90

89

87

81

79

78

72

69

59

57

52

９２

９０

８８

８９

８２

７９

７０

７８

５４

６５

５８

６．

92

90

88

87

81

77

76

74

65

60

57

57

９４

９４

９５

８６

８９

８３

７８

８８

６５

６５

７２

７６



付表4 介護者の年齢階層別等介護作業の状況(つづき)  (単位 :%)

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人 )け＜・，８．２人＞

55--64慶陀
(2,128人 )

65歳以上
(2,086人 )

計
(6,070人 )

散歩

読書,筆記

定期的な医療,作業療法

入浴の介助

車椅子に乗せて連れ出す

排便の介助

就寝の介助

おもらしなどの洗浄

風呂に入れる

ベットに持ち上げる

食事を口に運ぶ

他

６５

５２

５４

５．

４６

４２

３９

４０

３３

２．

１６

３９

５６

５２

５２

５０

４０

３３

３４

３５

２６

・４

９

３２

５５

５４

５４

５０

４．

３９

３９

３７

２６

・７

・２

３２

(注)(1)現役の介護者のみ。

法
経
研
究
四
三
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四
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（
一
九
九
五
年
）

(単位 :%)付表 5 介護以外の役割と責任

一
三

四

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム
の介護者
(2,523人 )け＜‐，８．２人＞

55--64端逮
(2,128人 )

65歳以上

(2,086A)
計

(6,070A)

フルタイムの仕事

パー トタイムの仕事

定期的な無給の仕事

家事

自分の子供の世話

自分の孫の世話

定期的なボランティア

定期的な宗教活動

退職,病気

一

３

２

６７

２

８

‐８

■

６２



年 、寧 型 里 彎 翌 響
(単位 ::%)

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

有益である

(6.5。 4)

有益でない

(3.2:1)

助言を

受けてない 無回答

家庭医

ソーシャルワーカー

地域看護婦

願

病院職員

友人

作業療法士

保健訪問員

他の介護者

地域の薬剤師

テレビ,ラ ジオ

新聞,雑誌

助言機関

介護者全国協会

他

43

26

34

25

24

23

16

14

14

12

9

8

4

4

8

17

12

8

12

12

14

7

7

6

4

14

13

2

2

2

22

33

32

32

34

31

41

45

43

47

39

40

56

56

40

18

28

26

31

30

32

35

34

37

36

38

39

40

39

49

一
二
五



介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム
の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(1,812人 )

55--64月蛇
(2,128人 )

65歳以上
(2,086人 )

計
(6,070人 )

家庭医

病院職員

地域看護婦

ソーシャルワーカー

保健訪問員

地域の薬剤師

他の介護者

細

友人

新聞,雑誌

テレビ,ラ ジオ

作業療法士

他

38

24

30

25

15

14

19

24

26

9

10

19

11

42

21

32

25

12

12

13

23

22

8

9

15

7

47

27

39

27

15

14

11

28

23

5

7

17

8

43

24

34

26

14

12

14

25

23

8

9

16

8

50

30

42

31

16

14

16

27

25

9

10

21

10

付表 7 助言の源泉別有益性 (そ の 2)

(注)(1)6段階の評価点のうち6,5,4の割合
(6は非常に有益、 1は無益を示す)。

(単位 :%)
法
経
研
究
四
三
巻
四
号

（
一
九
九
五
年
）

一
一一一エハ



イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

続  _■ 奉
8 定期的な支援の有益性 (単位 :%)

介 護 者 の 年 齢 階 層 (2) フルタイム

の介護者 2)

(3,976人 )

54歳以下
(1,274人 )

55--64漏費
(1,421人 )

65歳以上
(1,258人 )

計
(3,976人 )

配偶者

翻

家庭医

地域看護婦

友人

ホームヘルプ

デイセンター

ソーシャルワーカー

ー時介護サービス

病院職員

地域の薬剤師

宗教団体

保健訪問員

62

43

32

28

30

23

25

19

21

16

11

9

10

9

53

42

33

32

29

23

24

17

18

15

10

9

8

8

22

40

39

39

32

31

27

22

22

20

11

12

11

9

46

41

35

33

30

26

26

20

20

16

11

10

10

8

40

41

41

41

32

23

30

22

28

22

13

11

10

10

(注)(1)6段階の評価点のうち6,5,4の割合(6は非常に有益、1は無益を示す)。

(2)定期的な援助を受ける現役の介護者の割合は、左から順に70%、 67%、 60%、
66%、 68%。

一
三
七



介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(1,812人 )

55-64歳
(2,128人 )

65歳以上
(2,086A)

計
(6,070A)

日に一度

2-3日 に一度

4-5日 に一度

週に一度

月に一度

2カ月以上に一度

休息を取れない

無回答
.

4

13

11

8

５

４

８

６

４

１

０

０

・９

・３

８

・８

，
４

９

・５

・０

付表9 -時的な休息の頻度

付表10 諸手当の額の妥当性

(単位 :%)

(単位 :%)

法
経
研
究
四
三
巻
四
号
人
一
九
九
五
年
）

一
三

八

介・護 者 の 年 齢 1階 層 フルタイム

の介護者
(1,704人 )

54歳以下
(1,025人 )

55--64端遠
(1.120人 )

.65歳以上
(1,148人 )

i計
(3,305人 )

大いに十分 (6.0)|

(5.0)

(4。 0)

(3.0)

(2.0)

全 く不十分  (1.0)

手当を受給していない

手当について知らなし、
無回答

１０

１．

２５

４６

２５

・０

・２

４７

４

２

・４

・４

２４

５２

２４

６

８

３８

・９

・５

２６

鰤

２．

４

５

ｍ

・４
・４
２５
０
２３
７
８
０
３

６

‐３

・３

¨
２６

‐

５２

２４

７

・０

４．

２

６



攀 理 製 茎 空 墜 %市 臨 ギ Ψ
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

受けている 必要でない 無回答

地方保健当局

家庭医の定期的な訪問

地域看護婦の定期的な訪間

住宅の改造

ホームヘルプ

入浴の介助

デイセンタ∵

輸送手段の提供

精神病専門看護婦の定期的な訪間

保健訪問員の定期的な訪問

ランチクラブ

病院のデイケアー

作業療法士の定期的な訪問

38

32

29

24

23

22

16

12

10

8

6

5

16

22

21

31

25

27

28

27

28

33

26

33

44

45

46

42

47

48

52

59

61

58

67

62

2.ボランタリー部F]

デイセンター

食事の配達

輸送手段の提供

介護作業の援助

家事の援助

ランチクラブ

10

8

7

6

4

3

58

55

59

61

61

61

(注)(1)現役の介護者(6,070人 )に ついて。

一
二
九



介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人 )

54歳以下
(1,812人 )

55--64漏競
(2,128人 )

65歳以上
(2,086人 )

計
(6,070人 )

自由

外出

休日,旅行

友人の訪問

外食

ホビー

買い物

パー トタイムの仕事

翻

余暇時間

全国女性研究協会連合の活動

他

60

50

40

37

24

26

20

29

14

13

4

11

60

54

47

42

26

20

19

25

17

13

6

8

53

62

55

48

33

23

23

8

26

20

11

10

58

56

48

42

28

23

20

20

19

15

7

9

68

71

59

55

39

29

30

25

27

26

11

12

累  計 328 372

付表12犠牲にされる余暇活動

付表13 介護者であることの身体的な負荷

(単位 :%)

(単位 :%)

法
経
研
究
四
三
巻
四
号

（
一
九
九
五
年
）

一
四
〇

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人 )

現役の
介護者

(6,070人 )

54歳以下
(2,190人 )

55--64備詫
(2,742人 )

65歳以上
(2,754人 )

計
(7,780人 )

疲労

ストレス

いらいら,短気

情緒的な消耗感

臨

肉体的な消耗感

精神的な消耗感

意気消沈

感じない,無回答

61

55

38

38

29

22

24

21

12

57

54

36

33

25

17

18

18

12

６．

４８

２９

３０

２５

２．

１８

・６

・５

５９

５２

３４

３３

２６

２０

２０

１８

‐３

71

58

40

37

35

27

23

21

7

60

52

36

31

26

19

19

18

13



付表14 介護者の他の介護者への主な助言        (単 位 :%)

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人 )

現役の

介護者
(6,070人 )け＜２，．９０人＞

55--64蔵記
(2,742人 )

65歳以上
(2,754人 )

計
(7,780人 )

自分の健康に気を
つける

ユーモアを忘れない

友人との接触を保つ

定期的に休息し自
分の時間をもつ

寛容を忘れないこと

援助を受けること

提供されるすべて
を受け入れること

仕事に就く前に考
えること

満足のいく返事を
もらうこと

支援グループに入
ること

67

65

62

68

54

60

32

31

23

19

72

68

64

67

58

58

29

30

22

17

74

72

69

58

65

59

31

18

19

17

71

68

65

64

59

58

30

26

21

17

76

74

70

68

63

60

35

28

24

22

73

69

66

65

59

57

30

26

21

17

続

・
イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

付表15 介護者の将来的な必要 (単位 :%)

一
四

一

介 護 者 の 年 齢 階 層 フルタイム

の介護者
(2,523人 )

現役の
介護者

(6,070人 )け＜２，‐９０人＞
55--64備記
(2,742人 )

65歳以上
(2,754人 )

計

(7,780人 )

利用できる援助や施設
についての多くの助言

問題の生じたとき
の相談窓口

介護者がよく情報
を得ること

家庭医の訪問

地方社会サービス
からの援助の拡大

より多くの経済的
な勘

世間の認識の改善

65

61

59

44

38

43

38

62

59

53

41

36

35

34



計 5,703人

平均 1.42

配偶者を介護する

1,864人 33%
平均 1.66

配偶者以外を介護する

3,839人  67%
平均 1.30

定期的な支援なし

791ノに  42°/。

平均 1。 77

定期的な支援あり

1,073人 58%
平均 1.59

同じ住居で暮 らす

2,464人  64%
平均 1.39

離れて暮 らす

1,375人 36%
平均 1.15

代替の介護を受ける

1,378人  56%
平均 1.28

代替の介護を受けない

1,086人  44%
平均 1.52

休息を取る

1,250人 91%
平均 1.12

休息を取らない

125人  9%
平均 1.49

付表16 介護者が 1週もしくはそれ以上の長さの休息を取る予知的な可能性
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